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新緑の若葉が富士吉田を彩るなか

医療人として夢を叶えるため
601名が入学・入寮

入学式・入寮式に先立ち、4月1 0日～ 1 2日にかけて、す
べての新入生に対してPCR検査を順次行った。PCR検査
を受けた当日は自宅に戻ることなく、旗の台キャンパスか
らバスで一路富士吉田キャンパスへ向かった。
入学式では、久光 正学長の告辞（右記）に続き、小口
勝司理事長は祝辞で「昭和大学は、他の大学にはない、医
系総合大学ならではのシステムを作っています。大きな特
長の 1つが、この初年次の全寮制です。ここで、他人を
知る、人を知る、コミュニケーションの大切さを知る、これ
を 1年間、じかに体験し実感してもらいます。ただ、それ
は教わるのではなく、皆さんが自身で学んでいくということ
です。皆さんが大きく成長されることを願っています」と述
べた。
続いて、新入生代表の野部直弘さん（薬学部薬学科）の
発声に合わせ、昭和大学宣言を関係者一同で唱和した。
その後、行われた入寮式では、教育部長の挨拶をはじ
め、職員や学生会中央委員が紹介された。

4月1 3日、昭和大学富士吉田スクエアガーデンにおいて、
令和5年度昭和大学入学式・入寮式を挙行した。若葉がキ
ャンパスを彩るなか、医学部 1 34名、歯学部96名、薬学部
220名、保健医療学部 1 5 1名（看護学科 1 0 1名、リハビリテ
ーション学科理学療法専攻35名、リハビリテーション学科
作業療法専攻 1 5名）の合計60 1名が医療人としての第一
歩を踏み出した。新型コロナウイルス感染防止のため、参
列できない保護者に向け、ライブ配信を実施した。

令和5年度、昭和大学に入学された皆さん、ご家族の皆さ
ん、ご入学おめでとうございます。私は昭和大学学長を拝命
しております久光 正です。皆さんに学長としてお祝いの気持
ちと充実した学生生活を送るための考え方についてお伝えし
たいと思います。
本学の建学の精神は「至誠一貫」であります。社会に貢

献する優れた医療人を育成する。この精神を建学以来持ち続
け、多くの医療人を社会に輩出してきました。
この度、入学された皆さんもまた、医学、歯学、薬学、保
健医療学を修め、優れた医療人になるべく学修を積み重ねる
ことになります。
では優れた医療人とはどのような人をいうのでしょうか？
私は、深い知識、優れた技術、適切な態度（心構え）を備

えた人であると考えます。
人体の構造と機能、疾病や損傷、またその治療法などを知

っている。これは知識です。
検査や治療の手技を正確・迅速かつ効果的に行うことがで

きる。これは技術です。
患者さんは物ではなく、心をもった人です。赤ちゃんから
老人まで対象年齢は広く、家庭環境も様々です。これらの患
者さんの気持ち・考えを正しくくみ取り、適切な言葉や立ち
居振る舞いで、まごころを持って接する。これは態度（心構
え）にあたります。
今日から毎日少しずつ、優れた医療人になるために、「頭を
鍛え」「技を磨き」「心を養う」のです。
私はこの中でも特に「心を養う」ことの大切さについて強

調したいと思います。
「心を養う」ためには「適切な態度を身につける」、「高いコ
ミュニケーション能力を身につける」ことが大切です。
富士吉田教育部での寮生活はこれらを育むのに大変適し

た環境であると思います。「礼儀」「思いやり」「意思の疎通」
「友情」これらを育む素晴らしい機会です。
医療現場では良好なコミュニケーションを保つことは良い

医療を進める上で必須であります。言語情報は勿論重要です
があわせて、表情や声の抑揚など非言語的表現が大切です。
声の出し方には感情が込められます。強い言葉も柔らかな

呼びかけであれば「怒っていませんよ」というメッセージに
なります。また、「これだけはどうしてもわかってほしい」と
思っているときには言葉に熱い感情が込められ、平凡な言葉
でも相手に強い印象で伝わります。耳から聞こえてくる言葉
は、ただの言葉ではなく、声の音色により言葉に艶

つや

を与える
ものです。
富士吉田教育部での寮生活において、大いに語り合い、

「思いやり」「意思の疎通」「友情」を育んでください。友人と
の様々な話し合いから、「言葉選び」、「感情の添え方」、「表現
の仕方」、「相手の話の受け止め方」などのコミュニケーショ

ン力を鍛えてください。これが将来、より良き医療人になる
訓練でもあります。
古くから日本では「言葉」には「言霊」が宿り、言葉の霊
力が表現内容を実現する力があると信じられてきました。現
実に、医療の現場では治療手技と共に、あるいはそれ以上に
患者さんに伝えた「言葉」により勇気づけられ、希望が湧き
上がり、これまでとは打って変わって病状が好転する、ある
いは積極的な生き方になるということがあります。皆さんに
はそのような話しのできる達人になっていただきたいと思い
ます。
言霊ともいわれる強い力を持つ言葉ですが、不適切な言葉

を用いると相手に想像以上に深い心の傷を負わせることがあ
ります。不用意な言葉遣いが患者さんの尊厳、希望を打ち砕
いてしまうこともあります。医療人としては忘れてはならな
い注意点です。
また、「言葉」の力は話しかけたその時だけでなく、時間を
おいて後日、その力が現れることもあります。あの時にかけ
られた「言葉」の意味が今わかりました。今では大きく生活
を改善することが出来ました。といって感謝されることもあ
ります。
新入生の皆さんに再度、強調したいと思います。
深い知識、優れた技術、適切な態度（心構え）を備えた優

れた医療人に成長してください。
本学全職員は至誠一貫の精神を備えた医療人育成のため

全力を尽くします。
先日、新聞にこのような詩がのっていました。
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毎日、少しずつ学修を重ねることで皆さんは毎日少しずつ
変化・成長していきます。
4年後、6年後、皆さんがどのように変化しているか楽しみ 

です。
こんな言葉があります。

変えられないもの　　過去と他人
変えられるもの　　　未来と自分

大いに学修して、素晴らしい変化が生まれることを期待し
ています。
ご入学おめでとうございます。
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Tadashi

※ 大竹晃子（2023，3月27日朝刊 1 4版）．「発芽」（朝の詩
うた
）『産経新聞』1面．
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Press Release

2023年 1月3 1日、茨城県庁において、学校法人昭和大学は茨
城県及び鹿嶋市と寄付講座（茨城県地域循環器救急医学寄付講
座）開設に関する協定を締結した。
協定締結式には、本学より小口理事長、久光学長、小出総括
病院担当理事が出席した。茨城県からは大井川知事、鹿嶋市から
は田口市長、研究拠点病院である医療法人社団善仁会 小山記念
病院からは小山理事長が出席された。
本寄付講座は、茨城県及び鹿嶋市の要請に基づき、心血管疾
患の医療体制が脆弱な鹿行地域における循環器内科学分野の医
師の育成と心血管領域における研究を行うとともに、茨城県の地
域医療の向上に寄与することを目的に2023年4月 1日より開設
される予定。
協定内容は右記のとおり。

■協定内容
（ 1） 心血管疾患領域における専門医療人材の育成に関すること。
（2） 地域医療を担う医師等の養成及び研修プログラムの開発に

関すること。
（3） 心血管疾患領域における臨床研究に関すること。
（4） 心血管疾患領域における地域救急医療提供体制の構築に関

すること。
（5） 第 1号から第4号による知見に基づく医療人材の教育に関す

ること。

腸内には数多くの細菌が存在し、これらは腸内細菌叢（腸内フ
ローラ）と呼ばれている。腸管と脳の機能は互いに密接に関係し、
ストレスによる腸内細菌叢（腸内フローラ）の変化がうつ病をは
じめとする精神疾患の病態生理にかかわることは知られているが、
その具体的な仕組みは明らかでなかった。
本研究では、うつ病の患者と健常者の便から腸内細菌を採取

し、腸内細菌叢を比較したところ、乳酸菌属の減少がヒトのう 

023年 1月3 1日、学校法人昭和大学（東京都品川区／理
事長：小口勝司）は茨城県及び鹿嶋市と寄付講座開設に
関する協定を締結した。本寄付講座は、茨城県及び鹿嶋

市の要請に基づき、心血管疾患の医療体制が脆弱な鹿行地域に
おける循環器内科学分野の医師の育成と心血管領域における研
究を行うとともに、茨城県の地域医療の向上に寄与することを目
的に2023年4月 1日より開設される予定。

循環器内科学分野の医師育成と 
心血管領域の研究を中心に 

茨城県&鹿嶋市と寄付講座開設の協定を締結

和大学の真田建史准教授（医学部精神医学講座）は、ジョ
ンズホプキンス大学の神谷篤教授と酒本真次研究員（現
岡山大学助教）、慶應義塾大学の岸本泰士郎特任教授、

福田真嗣特任教授らとの共同研究により、乳酸菌の減少がうつ病
患者のうつ症状の重症度と関連すること、また心理社会的ストレス
をかけたマウスにおいて、特定の乳酸菌の減少がうつ病様行動を
引き起こす細胞分子メカニズムを世界で初めて明らかにした。本
研究成果は、2023年3月20日（米国東部標準時間）に『Nature 
Immunology』（Impact Factor 3 1 .25）のオンライン版に掲載
された。

リリース時タイトル／学校法人昭和大学が茨城県及び鹿嶋市と寄付講座の開設に関する協定を締結

リリース時タイトル／【昭和大学・ジョンズホプキンス大学・慶應義塾大学・九州大
学】腸内細菌叢の変化がうつ病につながるメカニズムを発見 ～腸管免疫にか
かわるγδ（ガンマデルタ）T細胞が脳に作用する～

掲載誌／Nature Immunology
論文名／Dectin-1  signaling on colonic γδT cells promotes psychosocial 
stress responses
著者／Xiaolei Zhu, Shinji Sakamoto, Chiharu Ishii, Matthew D. Smith, 
Koki Ito, Mizuho Obayashi, Lisa Unger, Yuto Hasegawa, Shunya 
Kurokawa, Taishiro Kishimoto, Hui Li, Shinya Hatano, Tza-Huei Wang, 
Yasunobu Yoshikai, Shin-ichi Kano, Shinji Fukuda, Kenji Sanada, Peter 
A. Calabresi, Atsushi Kamiya
DOI／ 1 0. 1 038/s4 1 590-023-0 1 447-8
URL／https://www.nature.com/articles/s4 1 590-023-0 1 447-8

２

昭

昭和大学では最新の研究結果を外部（マスメディア）に発信しています。
ここでは、プレスリリースとして発信した記事を紹介します。

世界初！ 腸内フローラの変化が 
うつ病につながるメカニズムを発見

精神疾患の新たな予防・治療法開発の可能性も
管免疫システムに重要な働きをもつTリンパ球である、γ

ガンマ

δ
デルタ

T細胞
の分化を促進すること、また、そのプロセスが、T細胞に存在す
る免疫反応を司る受容体の 1つであるデクチン 1により仲介され
ることもわかった。抗炎症作用を持つことで知られる漢方生薬で
ある「茯

ブク

苓
リョウ

」の成分パキマンは、デクチン 1により認識される。心
理社会的ストレスをかけたマウスにおいてパキマンを慢性経口投
与したところ、この受容体を介して腸管におけるγδ1 7T細胞への
分化と脳への移行を抑制し、うつ病様行動への予防効果があるこ
とを明らかにした。さらに、ストレスにより減少した特定の乳酸菌
の経口投与によっても、同様の予防効果を見出した。
既存のうつ病治療薬はセロトニンをはじめとする脳内神経伝達

物質を調整するものがほとんどであり、うつ病の有病率が高いに
も関わらず、多くの患者が治療抵抗性を示す。本研究は、腸管の
免疫システムを創薬ターゲットとすることで、ストレスにより生じる
うつ病など精神疾患に対する新しい予防・治療法開発につながる
可能性を示している。

（左から）小山理事長、田口市長、大井川知事、小口理事長、久光学長、小出総括病院担当理事

本論文が表紙を飾ったNature Immunology誌
（Volume 24 Issue 4, April 2023）

つ病患者のうつ・不安症状の重
症度と相関を示すことを見出し
た。また、慢性的に心理社会的
ストレスをかけたマウスにおい
ても、特定の乳酸菌が減少する
ことで、うつ病様行動の指標とさ
れる社会性の低下を示すことを
見出した。
この特定乳酸菌の減少が、腸
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4月 1日、明治神宮会館にて令和5年度学校法人昭和大学入
職式を挙行し、987名の新入職員が昭和大学で新たな一歩を踏
み出した。
開式に先立ち、本学薬学部出身（第 1 5回生）で、現在、洗足
学園音楽大学大学院音楽研究科在学中の加瀬明美様によるピア
ノ演奏が行われ、多くの拍手に包まれた。
小口勝司理事長の訓示、久光正学長の祝辞のあとに、新入職
員代表が宣誓し、決意を新たにした。
さらに、辞令交付、昭和大学宣言の唱和、校歌斉唱が行われ
たほか、包括連携協定を締結している洗足学園音楽大学のミュー
ジカルコースの学生らが新入職員への祝賀演奏としてミュージカ
ルソングの数々を披露した。

4月 1日、上條記念館にて令和5年度春期昭和大学リカレント
カレッジ入学式・開講式を挙行し、 1 22名が入学した。
本学の包括連携協定校である洗足学園音楽大学のチェリスト・

荒庸子教授の演奏により、華やかな開会となった。
小川良雄プリンシパルは式辞で「昨年度は受講後も作品の展示

や、その後の交流、また受講生からの要望を取り入れるなど、い
っそう発展をしてまいりました。今年度春期はわくわくするような
26の講座をご用意しています。講師・受講生が一体となって取り

4月4日、上條記念館にて第60回医学部附属看護専門学校入
学式を挙行し、新入生 1 50名が看護の道への決意を胸に第一歩
を踏み出した。
小川良雄学校長は告辞で「すべての職種に大切なのは、コミュ

ニケーションを取る事です。コミュニケーションは知識や技術だけ
ではできません。お互いを思いやる心が必要です。その心を学生
生活や臨地実習の中で育んでください。夢の実現に向けて、頑張
っていきましょう」と述べた。
続いて、久光正学長、小風暁医学部長より祝辞、小口勝司理

3月30日、上條記念館にて薬学部スプリングオープンキャンパ
スを開催した。
全体説明会では、薬学部教育の特色や、薬学部入試に関する

説明、寮生活について紹介したほか、昭和大学病院に勤務する臨
床薬剤師が、実体験を織り交ぜて仕事内容を紹介した。
体験コーナー「昭和大学で臨床薬剤師になるためのロードマッ

プを大公開」では、参加者にVR動画を用いた服薬指導を体験し
ていただいた。
教育職員による個別相談、在学生とのフリートークの場では、

薬学部の入試やカリキュラム、昭和大学での学生生活について、
参加者より積極的な質問が寄せられた。

2023.4. 1

決意を新たに987名が入職

2023.4. 1

リカレントカレッジ春期入学式・開講式
1 22名が入学、26の充実した講座を提供

2023.4.4

看護の道への決意を胸に 
新入生1 50名が集う

2023.3.30

VR動画を使った服薬指導など体験コーナーも充実
薬学部スプリングオープンキャンパス開催

 式典・行事 

 式典・行事   リカレントカレッジ   卒後教育・生涯研修 

 式典・行事   医学部附属看護専門学校 

 オープンキャンパス   薬学部 

1  辞令交付　 2  洗足学園音楽大学によるパフ
ォーマンス　 3  記念撮影

1  挨拶：下平和久
専攻科長　 2  昭
和大学宣言

1  洗足学園音楽大学・荒庸子教授による演奏　 2  講師紹介

1  告辞：小川良雄 学校長　 2  新入
生代表による昭和大学宣言

1  全体説明会（特色・入試説明）　 2  体験コーナー：2～4年次「臨床につながる基礎」　 3  体験コーナー：
5～6年次「新規医薬品開発を目指した『動物実験による薬効薬理研究』」　 4  教育職員による個別相談

4月 1日、上條記念館にて令和5年度昭和大学大学院入学式を挙行した。医学研
究科44名、歯学研究科28名、薬学研究科22名、保健医療学研究科の博士前期課
程 1 1名と博士後期課程2名のあわせて1 07名が、研究者としてのスタートを切った。
久光正学長は告辞で「大学院での主たる目的は、世の中に知られていないものを

とらえて研究し、世の中に発表して周知することです。皆さんが自ら裏付けのある研
究を行い、論文を書き学位を修めることを願います」と述べた。
マスクを着用した上での校歌斉唱や昭和大学宣言の唱和が行われ、新入生一同、
引き締まった面持ちで臨んでいた。
閉式後は上條記念ミュージアムのDVD上映と見学が行われた。新入生オリエンテ

ーションも各研究科で実施し、カリキュラムや学位取得までの課程について熱心な指
導が行われた。

4月 1日、上條記念館にて令和5年度昭和大学助産学専攻科
入学式を挙行し、助産師を志す 1 4名が入学した。
久光正学長の告辞の後、下平和久助産学専攻科長は挨拶で

「分娩の在り方が多様に変化していく時代の中、自身の助産観を
確立し、磨き上げていくことが大切です。 1年後にそれが表せる
よう、辛いことも大変なことも乗り越え、ゴールを目指して頑張っ

てください」と述べた。
本学で助産師を志す学生は、学士課程を卒業後、助産学専攻

科に進学し、専門科目を 1年間学修する。

2023.4. 1

大学院入学式
1 07名が研究者としてスタートを切る

2023.4. 1

助産師を志す1 4名が 
助産学専攻科に入学

 式典・行事   大学院 

 式典・行事   助産学専攻科 

1

2

1

1

2

3

4

1

1

3

2

1

2

2

組んでいきましょう」と述べた。
また小口勝司理事長、久光正学長より、自らの研鑽に臨む一同
を讃える祝辞が寄せられた。

事長、上條由美副理事長から来賓祝辞があり、新入生へ期待の
言葉が送られた。
新入生代表および新入生一同による昭和大学宣言の唱和の後、

閉式となった。

1  式典の様子　
2  上條記念ミュ
ージアム見学の
様子

2
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1  昭和女子大学附属
昭和中学校・高等学
校での体験授業の様子
（縫合シミュレーショ
ン）　 2  森村学園高
等部での講演の様子

1  テープカットの様子
（左から上條副理事長・
久光学長・小口理事長・
相良病院長・三邉病院担
当理事）　 2  特別個室

1  記念撮影　 2  Abay Baigenzhin理事長
（左から2番目）らご一行

本学の特別協定校である昭和女子大学附属昭和中学校・高等学校と森村学園高
等部の生徒・保護者を対象に、医学部・薬学部の教育職員が出張講義・体験授業
を実施した。
生徒向けの講義では、各回ともに、最初のうちは緊張しつつも、講義が進むにつ

れ、積極的な姿勢がみられ、最後まで熱心に講義に取り組んでいた。保護者向けで
は、教育職員の話を興味深く聞き入っていた。
今後も本学と両校は様々な相互交流を通じて、高大連携を強めていく。
開催日と担当教育職員は以下のとおり。

2023. 1 .23～3.3

様々な相互交流によって高大連携を強化
特別協定校で出張講義・体験授業を実施

 連携・貢献 

1

1

1

2

2

2

本学は令和 1 0年（2028年）に創立 1 00周年を迎えます。この大きな節目を迎え
るにあたり、教育・研究・診療体制の充実や更なる発展のため、創立 1 00周年記念
事業を策定いたしました。
経済情勢の厳しい折ではありますが、本学における重要な役割を担う記念事業の
実現へ向け、新時代への道のりを皆様と共に歩みたいと切に願っております。
皆様には本学の取組みに対して、ご理解・ご賛同いただき、ご支援を賜りますよ

うお願い申し上げます。

総務部企画課 企画サポート係 
メール：kikaku@ofc.showa-u.ac.jp 
電話：03-3784-8387 
FAX：03-3784-80 1 2

お問い合わせ

創立100周年記念事業募金 ご支援のお願い

3月28日、昭和大学病院入院棟 1 7階に、より快適な入院生活の提供を目指し全
20床の「特別個室」と専属のコンシェルジュを備えた病棟を新設し、そのオープン
を記念して、セレモニーを開催した。
当日は、小口勝司理事長・相良博典病院長の挨拶の後、小口勝司理事長・久光

正学長・上條由美副理事長・三邉武幸病院担当理事・相良博典病院長の5名によ
るテープカットが執り行われた。
セレモニー後、新病棟の内覧会を実施し、新たに整備した設備等についての確認

が行われた。

1月1 7日、久光正学長がカザフスタンNational Scientific 
Research Medical Center（国立科学医療センター）のAbay 
Baigenzhin理事長らの表敬訪問を受けた。

 当日は、Abay Baigenzhin理事長のほか、Serick Duisenbi
主任教授（同センター 脳神経外科）、Batyrkhan Kurmanseit
公使参事官（在日カザフスタン共和国大使館）、Abudebieke 
Halibieke医務官（在日カザフスタン共和国大使館）が来校し、久
光正学長、橋本みゆき国際交流センター副センター長、佐藤洋輔
講師（医学部脳神経外科学講座）と懇談された。
今回の表敬訪問は、佐藤講師が同センター脳神経外科名誉教

授を務めていることから実施され、両施設のこれまでの取り組み

2023.3.28

より快適な入院生活の提供を目指して
特別病棟オープニングセレモニー開催

2023. 1 . 1 7

カザフスタンから表敬訪問 
国立科学医療センター理事長ら
今までの取り組みや研究の発展について議論

 式典・行事   昭和大学病院  連携・貢献   国際交流 

や研究の更なる発展の可能性
について、意見が交わされた。
また、友好の証として、久光
学長にはカザフスタンの民族
衣装がプレゼントされた。

■昭和女子大学附属昭和中学校・高等学校（生徒向け）
1月23日㈪ 医学部医学教育学講座／川原千香子准教授、土屋静馬准教授、古田厚子講師
1月26日㈭ 医学部医学教育学講座／髙宮有介教授
2月2 1日㈫ 薬学部臨床薬学講座臨床研究開発学部門／肥田典子准教授
2月2 1日㈫ 薬学部臨床薬学講座天然医薬治療学部門／川添和義教授、栗原竜也准教授、栗本慎一郎講師、小池佑果講師
■森村学園高等部（保護者向け）
3月3日㈮ 医学部精神医学講座（昭和大学病院附属東病院）／髙塩理准教授

3月1 7日～ 1 9日の3日間にわたり、北海道札幌市の月寒体育
館にて「第42回 全日本女子アイスホッケー選手権大会（C）」が
開催された。
本大会は全国の地域ブロック代表8チームが参加し、トーナメ

ント方式で開催され、昭和大学女子アイスホッケークラブ ブルー
ウィンズが優勝した。
試合結果：

3月1 7日㈮ VS 福岡シルキーズ（中四国・九州） 1 8-0

3月1 8日㈯　　VS 中日レディース（北信越東海）　 7-2

3月1 9日㈰　　VS  Hachinohe Ice Hockey Teamレディース（東北）　5- 1

2023.3. 1 7～ 1 9

女子アイスホッケークラブ 
「ブルーウィンズ」が 
全日本選手権大会（C）で優勝

 その他 
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2023.3.28

96名が臨床研修を修了
ベスト研修医表彰も

News & Topics

佐藤裕二教授（歯学部高齢者歯科学講座）が第 1 5回日本義歯ケア学会学術大会
（2023年 1月22日：オンライン開催）で優秀学会賞を受賞した。同賞は、学術論
文を介して日本義歯ケア学会の発展に顕著に貢献した研究者を顕彰するために設け
られたもの。
また、本会の進歩発展に貢献し、若く優れた研究者として、同講座の池村直也兼
任講師（受賞時は歯学研究科大学院生）が、優秀奨励賞を受賞した。

薬学研究科2年の池田桜子さん（薬学部基礎医療薬学講座薬
理学部門）が、第25回日本アロマセラピー学会学術総会（ 1 2月
4日：WEB開催）において、『ラベンダーアロマトリートメントオイ
ルを使用したハンドセラピー施術のリラックス効果』というテーマ
で発表し、共同演者の佐々木晶子講師、野部浩司教授、木内祐二
センター長とともに大会長特別賞（student award）を受賞した。

本間元康講師（医学部生理学講座生体調節機能学部門）らの原著論文が、2022
年に国際科学雑誌「Scientific Reports」に論文名「Reading on a smartphone 
a�ects sigh generation, brain activity, and comprehension.」で掲載された
のち、 1年間で66,304回ダウンロードされ、2022年に当雑誌で発行された全分野
の論文の中でTop 1 00に入った（2 1 ,840 papersの中で7位）。
同論文は、スマートフォンで読書をすると紙と比べて深い呼吸の減少および脳の

過活動が生じ、読解成績が低下することを発見したもの。

 受賞・表彰   歯学部 

 受賞・表彰   薬学研究科 

 受賞・表彰   医学部 

2023. 1 .22

日本義歯ケア学会優秀学会賞を受賞
講座員が優秀奨励賞をダブル受賞

2023. 1 .22

アロマオイルによるハンドセラピー施術のリラックス効果を発表
日本アロマセラピー学会学術総会で 
大会長特別賞を受賞

2023.3. 1 4

「Scientific Reports」誌 
年間ダウンロード数第7位の快挙

1  佐藤裕二教授　 2  池
村直也兼任講師の優秀奨
励賞

（左から）木内祐二センター長、佐々木晶子講師、池田
桜子さん、野部浩司教授

警視庁から感謝状

モンゴル国立母子センター病院から
名誉教授の称号

神奈川県警察本部から感謝状 第267回日本循環器学会関東甲信越地方会
Student Award最優秀賞

上條記念館で屏風絵を展示

名 称 感謝状

概 要 証拠から犯人特定にいたる捜査に協力し、事件解決
に貢献

授与者
（所属）沼澤聡教授（薬学部基礎医療薬学講座毒物学部門）

称 号 名誉教授

概 要
国立の国内唯一の三次周産期・小児医療施設である
モンゴル国ウランバートル市にあるモンゴル国立母
子センター病院でのカテーテル指導のため

授与者 富田英特任教授（医学部小児科学講座小児循環器内
科学部門）

名 称 感謝状

概 要
「事件現場医療派遣チーム（通称IMAT：Incident Me 

dical Assistance Team）の運用に関する協定」に
基づき、警察部隊との連携強化に貢献

協 定 平成3 1年3月27日に藤が丘病院と神奈川県警察が
締結し、同年4月 1日から運用

授与機関 昭和大学藤が丘病院事件現場医療派遣チーム

演題名「 全身性エリテマトーデスを基礎疾患に持つ肺高血
圧症患者に対する集学的治療が奏功した 1例」

受賞者
（所属）横江美紅さん（医学部5年）

日 程・
 場 所 2023年2月25日・ステーションコンファレンス東京

 受賞・表彰   薬学部   連携・貢献 

 受賞・表彰   医学部   国際交流 

 受賞・表彰   医学部   藤が丘病院   連携・貢献  受賞・表彰   医学部 

 その他   上條記念館 

 式典・行事   臨床研修 

感謝状の贈呈（中央：沼澤聡教授）

1  授与の様子　 2  授与証

1  贈呈式の様子（左：髙橋寛 病院長）　 2  感謝状

中野嘉之『蓮――淡い記憶』 （金地絹本に銀箔・彩色）

1  ベスト研修医表彰
2  代表者による昭和
大学宣言

2022年5月31日に芳山堂（所在地：東京都中央区）の久
保泰助氏よりご寄贈いただいた屏風絵の展示を開始。この屏
風絵は、上條記念館の緞帳の原画を描かれた日本画家 中野
嘉之先生（多摩美術大学名誉教授）の作品。屛風絵は額装さ
れ、上條記念館地下 1階エレベーターホールに展示されている。

3月28日、令和4年度昭和大学臨床研修修了式を上條記
念館にて挙行し、所定のプログラムを修了した96名に修了
証が授与された。

ず、学生や大学院生の中から大会長および実行委員長を中心に
実行委員会で選定される賞で、厳正なる審査の結果、32審査対
象演題中 1演題に対して授与された。

同賞は、日本アロマセ
ラピー学会の会員のうち、
年齢や在籍年数は問わ

（左から）新家俊郎教授、横江美紅さん

1

1

1

2

2

2

1

2
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リハビリテーション学科のキャンパスツア
ー：バーチャル標本の説明

1  告辞：馬場一美歯学部長　
2  昭和大学宣言
3  白衣授与

1

3

2

3月26日、保健医療学部オンラインオープンキャンパスを開催
した。
保健医療学部の授業の概要や入試の説明、看護師・保健師・
助産師・理学療法士・作業療法士などの職業の実際を紹介した
ほか、在学生との交流会を行った。
交流会では、富士吉田キャンパスで全寮制生活を終えたばかり

の 1年生が、富士吉田キャンパスでの生活について体験談を話し
た。受験勉強に励んでいた入学前の日々を振り返って話す場面も
あり、参加者は入試から学生生活のことまで、幅広い内容を積極
的に質問していた。

3月27日、29日、30日には、リハビリテーション学科（2023

昭和大学病院研修医の嶋﨑健一郎さんは、医学部6年次当時、
森谷聡男教授（ミシガン大学神経放射線科：本学医学部卒業生）、
黒川遼 助教（東京大学医学部付属病院放射線科）、黒川真理子
先生（東京大学大学院医学系研究科）、馬場亮助教（東京慈恵
会医科大学放射線医学講座）らのグループにおいて、FOXR2-
activated CNS neuroblastomaに関するシステマティックレビ
ューを行い、単純CT画像が診断に有用である可能性を見出した。
この研究成果はjournal of neuroimaging誌に掲載された。

4月24日、令和5年度歯学部白衣授与式を上條記念館で執り行った。
同式は、臨床実習に臨むにあたり白衣を授与して医療人を目指す者としての自覚

や心構えを促すことを目的に毎年実施している。
馬場一美歯学部長は告辞で、「臨床実習の各病院にいる患者さんは、最先端かつ
専門性の高い診療を受けに病院へ来ています。その中で臨床実習を受け入れてくだ
さっていることを心に留め、最大限に努力をし、学習に励み、患者さんに対して適切
な接遇で臨んでください。病院のスタッフや教育職員が全力で皆さんをサポートしま
す。我が国トップクラスの歯科病院で学べる喜びを実感し、実習に励んでください」
と述べた。
歯学部5年生98名に対し、教育職員から一人ひとりに白衣が授与され、真新しい
白衣を身につけた学生は、これから始まる臨床実習への決意を新たにした。

2023.3.26／27／29／30

保健医療学部オンラインオープンキャンパス
リハビリテーション学科はキャンパスツアーを開催

2023.3.26

「Journal of neuroimaging」に学生の論文が掲載
単純CT画像が診断に有用である可能性を発見

2023.4.24

歯学部白衣授与式
98名が医療人への自覚を高め臨床実習へ

 オープンキャンパス   保健医療学部 

 受賞・表彰 

 式典・行事   歯学部   旗の台キャンパス 

年4月新設）のキャンパスツアー
を開催した。
理学療法士や作業療法士とい

ったリハビリ職への進路を考え
ている高校生とその保護者が参
加し、S I（スチューデントインスト
ラクター）である在学生がキャン
パス内を紹介しながら、実際に
演習や実習で使用している医療教材や装具について説明し、参
加者にも体験してもらった。在学生とのフリートークでは、学生生
活や入試のことについて、参加者が積極的に質問していた。

タイトル ／Neuroimaging features of 
FOXR2-activated CNS neuroblastoma: 
A case series and systematic review.
掲載誌／Journal of neuroimaging
著者／Kenichiro Shimazaki, Ryo Kurokawa,  
Andrea Franson, Mariko Kurokawa, 
Akira Baba, Laura Bou-Maroun, John 
Kim, Toshio Moritani
DOI／ 1 0. 1 1 1 1 /jon. 1 3095 嶋﨑健一郎さんと発表論文
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学部 入試区分 募集人員 試験日 志願者数 合格者数

医
学
部

一般選抜入試（Ⅰ期） 83

 一次 令和5年2月4日㈯
 二次 令和5年2月1 1日㈯ または 1 2日㈰

2674 ※ 1  234

新潟県地域枠選抜入試 7 1 0 1 8

静岡県地域枠選抜入試 8 1 08 9

茨城県地域枠選抜入試 4 53 4

一般選抜入試（Ⅱ期） 1 8  一次 令和5年3月4日㈯
 二次 令和5年3月1 1日㈯ 1 0 1 5 1 9

歯
学
部

一般選抜入試（Ⅰ期） 44   令和5年2月5日㈰ 4 1 0 ※ 1  96

大学入学共通テスト利用入試 5  大学入学共通テスト 令和5年 1月1 4日㈯ ・1 5日㈰
 面接試験 令和5年2月5日㈰ 1 54 3 1

一般選抜入試（Ⅱ期） 1 0   令和5年3月5日㈰ 1 1 9 1 3

薬
学
部

一般選抜入試（Ⅰ期） 95   令和5年2月5日㈰ 490 ※ 1  222

医学部一般選抜入試（Ⅰ期）利用の
薬学部併願入試 5  一次 令和5年2月4日㈯

 二次 令和5年2月1 1日㈯ または 1 2日㈰ 1 83 23

大学入学共通テスト利用入試 5  大学入学共通テスト 令和5年 1月1 4日㈯ ・1 5日㈰
 面接試験 令和5年2月5日㈰ 252 74

一般選抜入試（Ⅱ期） 22   令和5年3月5日㈰ 1 73 23

保
健
医
療
学
部

看
護
学
科

一般選抜入試（Ⅰ期） 38   令和5年2月5日㈰ 238 ※ 1  1 1 3

大学入学共通テスト利用入試 7  大学入学共通テスト 令和5年 1月1 4日㈯ ・1 5日㈰
 面接試験 令和5年2月5日㈰ 1 85 55

一般選抜入試（Ⅱ期） 3   令和5年3月5日㈰ 42 3
※2

理
学
療
法
学
科

一般選抜入試（Ⅰ期） 1 3   令和5年2月5日㈰ 62 ※ 1  29

大学入学共通テスト利用入試 2  大学入学共通テスト 令和5年 1月1 4日㈯ ・1 5日㈰
 面接試験 令和5年2月5日㈰ 47 1 8

一般選抜入試（Ⅱ期） 3   令和5年3月5日㈰ 8 5

※2

作
業
療
法
学
科

一般選抜入試（Ⅰ期） 8
  令和5年2月5日㈰

1 1 ※ 1  8

理学療法学科一般選抜入試（Ⅰ期）利用の
作業療法学科第二希望併願入試 若干名 1 3 7

大学入学共通テスト利用入試 2  大学入学共通テスト 令和5年 1月1 4日㈯ ・1 5日㈰
 面接試験 令和5年2月5日㈰ 25 1 8

一般選抜入試（Ⅱ期） 2
  令和5年3月5日㈰

1 1

理学療法学科一般選抜入試（Ⅱ期）利用の
作業療法学科第二希望併願入試 若干名 1 1

News & Topics

令和5年度一般選抜入試（Ⅰ期）が、2月4日（医学部一次）、
5日（歯学部・薬学部・保健医療学部）の両日、東京・大阪・
福岡の3試験場で行われた。
今年度から、医学部一般選抜入試（Ⅱ期）二次試験の小論文

試験を廃止し、面接試験にMultiple Mini-interview（MMI）方
式を導入するなどの変更があった。
新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、試験場で

は受験生の体温チェックやアルコール消毒など対策が徹底された。

※ 1  昭和大学と特待制度合格者…初年度の授業料免除（医・歯学部：300万円、薬学部： 1 40万円、保健医療学部： 1 05万円）
※2  表中記載の学科および入試区分名称は、令和5年度入学試験時のものです。令和5年4月 1日より、保健医療学部 リハビリテーション学科 理学療法学専攻・作業療法学専攻へ改組

医学部一般選抜入試（Ⅱ期）二次試験の
小論文試験を廃止、MMIの導入

令和5年度入学試験

一 般 入 試 令和5年度入学試験結果



医学部

歯学部

薬学部

保健医療学部
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薬学部一般選抜入試（Ⅰ期）を令和5年2月5日に実施し、
490名の出願者から特待生合格者95名、追加合格者 1 27名
を発表しました。医学部一般選抜（Ⅰ期）利用の薬学部併願
入試には 1 83名が出願し、このうち63名が二次試験に進み、
合格者5名・追加合格者 1 8名を選抜しました。大学入学共
通テスト利用入試には252名が出願し、合格者5名・追加合

歯学部の一般選抜入試（Ⅰ期）が2月5日に実施されまし
た。ようやくコロナ禍の終わりが見え始めた中での試験となり
ましたが、感染防御を徹底しながら実施され、定員44名の募
集に対して昨年を27名上回る410名の応募がありました。ま
た、共通テスト利用入試では5名の定員に対して154名の応
募でした。続く3月5日には、一般選抜入試（Ⅱ期）が行われ、

10名の定員に昨年度よりも9名多い 1 19名の応募がありまし
た。本年度の試験の傾向は、Ⅰ、Ⅱ期ともに、科目間の難易
の差が小さくなり、合格最低点も昨年より高得点となりました。

4月から、新入生の皆さんが医療人としての第一歩を果敢
に踏み出されることを祈念いたします。

 歯学部長（当時）　槇 宏太郎

保健医療学部一般選抜入試（Ⅰ期）および大学入学共通
テスト利用入試は2月5日に実施しました。一般選抜入試（Ⅰ
期）では、看護学科238名、理学療法学科62名、作業療法学
科 1 1名の志願者であり、昨年度比で、看護でやや減少、理
学および作業でやや増加、といった状況でした。合格者（特
待生）として59名（看護：38名、理学： 1 3名、作業：8

格者69名でした。一般選抜入試（Ⅱ期）は令和5年3月5
日に実施し、1 73名の出願者から合格者23名を発表しました。
令和5年度は行動制限が緩和され、富士吉田で安心して
臨床薬剤師を目指した学びをスタートすることができそうで
す。新たな出会いと笑顔あふれる富士吉田でのキャンパスラ
イフを楽しんでください。 薬学部長　中村 明弘

名）を発表しました。また、大学入学共通テスト利用入試で
は、 1 2名（看護：7名、理学：2名、作業：3名）を合格者
として発表しました。新入生は昨年同様、旗の台にてPCR検
査を受検後、入寮・富士吉田での生活が開始となります。元
気な学生諸君にお会いできることを教職員一同心待ちにして
いるところです。 保健医療学部長　鈴木 久義

医学部 医学科 │第9 1回生… 1 20名
相沢航平・赤塚陸・赤松秀信・浅川条汰・阿部恒太郎・有木聡
史・飯塚建仁・池上さゆり・生駒直大・石井有莉寿・石川俊希・
石川悠太・井関彩乃・井上一秀・井上広太郎・井原悠貴・岩澤
楽・上田康平・植田光咲・上田武蔵・上野叶絵・上野涼太・宇
野裕喜・大氣水月・大久保慶・大島研・大槻祐太・大西敦也・
大和克洋・岡崎瞳・荻野まどか・小曽根大晟・小野遼太郎・折
笠真由子・甲斐久禎・葛西里歩・笠原優樹・鹿島慶子・金谷彩
加・川口洸・雁瀬敦彦・具志堅ゆりか・國本恵理奈・久保田光
毅・熊澤啓悟・桑原拓海・小杉健太郎・小林愛果・小林和歌子・
齊藤晟大・酒井清将・榊博太郎・佐久間結菜・櫻井友尋・塩﨑
なつの・塩野日菜子・嶋﨑健一郎・島田誉大・清水開貴・下崎
優花・下野壮大・白神美織・杉本昌太郎・杉山匠・鈴木駿輔・
鈴木将斗・相馬芽唯・平龍馬・高橋寿治・髙橋尚之・田口祐貴・
竹澤稜・武山司・民本大・田村梨々花・唐アリス・丹野大輝・千
歳修司・出口一紀・富田理樹・中川一那・中川萌香・永塚杏・
中西俊介・中村絢心・西川晃一・西山裕太・新田雅斗・馬場彩
乃・濱田幹太・圡方美奈子・平野真穂・弘田寛治・福井康介・
福成信人・藤枝虹介・藤枝美咲・藤川千紘・藤原大和・藤原隆
太郎・府瀬川浩佑・古田和也・古谷祐介・松本真弥・松本璃怜・
峯川友希・簑田遥・宮永悠聖・守川真帆・森田真由・矢口まい
か・山路慧人・山田智明・山本眞琴・𠮷田博一・吉玉優美・渡
辺雄生 （ほか3名）

研究科 試験区分 日程 募集人員 志願者数 合格者数

医学研究科

秋季

 秋季・Ⅰ期 2022年8月20日㈯
 Ⅱ期 2023年2月25日㈯

若干名 1 0 1 0

Ⅰ期 60 1 2 1 2

Ⅱ期 若干名 34 32

歯学研究科

秋季 若干名 1 1

Ⅰ期 1 8 6 5

Ⅱ期 若干名 24 24

薬学研究科

秋季 若干名 2 2

Ⅰ期 1 2 1 7 1 6

Ⅱ期 若干名 7 7

保健医療学研究科

博士前期課程
秋季

 秋季 2022年8月27日㈯
 春季 2022年 1 1月1 2日㈯

若干名 7 3

春季 20 1 4 1 1

博士後期課程
秋季 若干名 2 2

春季 4 3 2

合計 ── 1 39 1 27

令和4年度  卒業生・修了生

大学院  2 0 2 2年度秋季・2 0 2 3年度春季入学試験結果

歯学部 歯学科 │第4 1回生… 89名
浅川岳・阿部裕里乃・有賀舞衣・飯島由美・五十嵐慎之介・一ノ
関史織・稲葉大賀・植木えりか・海野由衣・緒方徹・岡田真帆・
奥野司・小野田魁人・片山美央・河合良紀・木内彩紀・岸本普
輔・北田理子・木下優吾・木全理貴・金城佳乃・香坂柚里・小
林采夏・近藤さくら・斎藤大輔・相良美奈翠・佐々木賢悟・佐藤
巧実・三野実幸・鹿野真衣・篠﨑皓介・四宮寛大・地挽智宏・
渋谷有德・清水麻奈・謝名麻里那・菅本絵未・杉野旬基・須田
隆公・隅信隆・高橋隼人・武内里加・竹田真帆・田中颯人・田
中里奈・千田裕美子・土屋菜華・角田知信・東郷健真・豊田麻
里子・中尾匡朗実・中西真由・中村萌・野川三奈・野田智子・
野元謙史・橋爪佑典・引田彩香・平山藍子・廣松幹太・船登勇
輝・朴卯実・星友二・保科悠士朗・政木美香・松岡かれん・松
本瑞生・松本里菜・丸山桜子・南尚志・盛重実里・森田真阿子・
栁下雄介・安田純平・山口のどか・山田智梨・山本雄大・渡部
玖充・渡邊心・渡辺理沙・渡辺涼太 （ほか8名）

薬学部 薬学科 │第55回生… 1 66名
青栁智子・赤池哉太・上尾菜々・足立翔吾・阿彦友梨・新井唯
奈・粟根大揮・華岡慶太・五十嵐日向子・池川希・石井花奈・
石井宏武・石川愛梨・石本菜々子・井出サアヤ・井戸祐希・伊
東杏紗・伊藤名都・伊藤遥香・井上彩音・今泉祐美子・岩倉春
姫・上田万智香・牛嶋紗那・薄井もえ・内田朱音・内田ひなの・
大澤加奈・大塚未来・大友麻衣・大橋明未・岡野泰希・岡本純
佳・奥山菜海・小椋七海・小倉七海・小幡莉子・小浜有貴・加

卒業生一覧 4学部・専門学校

医学部の一般選抜入学試験は昨年同様、2月に選抜Ⅰ期、
3月に選抜Ⅱ期を実施しました。また、選抜Ⅰ期においては
地域枠選抜も併せて行いました。令和5年度入試における特
筆すべき点として、選抜Ⅱ期の二次試験において小論文試験
を廃止し、面接試験のみで実施したことが挙げられます。面
接試験にMultiple Mini-interview（MM I）方式を導入し、

臨床的な内容を含む4つの異なる課題への対応を評価しまし
た。選抜Ⅰ期・Ⅱ期ともに優秀な学生を選抜できたと確信し
ています。
初年次より臨床実習を経験する本学の教育プログラムをと
おして、新入生が至誠一貫を具現できる医療人へ成長してく
れることを願っています。 医学部長　小風 暁

一 般 入 試 総評

選抜Ⅱ期の二次試験よりMMI方式の導入

ポストコロナへの始動

臨床薬剤師を目指す入学者を選抜

理学・作業の志願者がやや増加



16 – May 2023 17Press Release News & Topics DatabeseSpecial Feature Meeting ReportStudent Life Information

木渚彩・加藤世奈・加藤七菜・加藤ゆい子・加藤由都・香取百
恵子・金井優佳・鎌田美咲・雁谷有紗・川上奏音・菊池沙稀・
北村絵莉香・工藤瑞生・久保谷里咲・熊智美・熊坂瞳美・黄
田明日香・古久保優衣・越田明梨・小嶋公之・小林文香・小林
悠・小宮山沙希・近裕太・近藤優里子・齋藤亮・齊藤紋佳・坂
梨杏奈・坂本志帆・佐々木隼・佐藤正和・澤井陽花・澤井舞乃・
澤田理奈・重田寛子・下村一帆・新保有紀・杉本倖太・洲﨑祐
輝・鈴木かなえ・鈴木琢也・鈴木真由・鈴木水悠・鈴木梨子・
勢司真那・関遥佳・髙久智妃・高坂ひかる・髙須美也子・髙栁
理紗・竹内みのり・竹中桃子・竹村今日子・立堀華奈子・谷村
香蓮・都築佳州子・津村ちひろ・轟実菜・飛田優香・富澤初音・
長澤泰希・中根凜子・中林葵・成田拓磨・西村俊諒・野口紗英
子・野間大生・長谷川瑞季・畑本萌々子・濱口京香・林恵実・
林栄理子・林拓郎・原楓・伴緋美子・日野舞・平井みのり・平
井佑季・平川明日香・廣田彩奈・檜波田真希・深水莉紗・福地
萌絵・古田瑞歩・星冴佳・星美由紀・細川知佳子・堀瑞季・堀
江美里・堀口瑞歩・松井日和・松岡祐輔・松川駿介・松本朱音・
松本岳・松本真子・丸山珠希・水庭侑香・水野有香・光野ひか
る・宮澤永・宮澤舞衣・村越はるか・森彩寧・守岡依美・盛川
朋海・森園安未・八木百香・矢部夏海・山口桃子・山中萌加・
山本優衣・吉田拓海・米田亜希・若槻真由・和田都寿・渡部利
佳子 （ほか 1 1名）

保健医療学部 看護学科 │第23回生… 1 05名
青本風羽・秋田夢乃・芦原みらの・阿部千紘・安藤澪・飯島莉
子・石川琴巳・石原麻衣・一ノ瀨果南・伊藤菜桜・伊藤美雨・
伊藤みづ希・伊藤れいな・井上舞衣・植木有紗・植田千尋・上
田峰令・牛山明音・宇野優那・江島奈月・大槻沙羅・大場瑞生・
岡田鈴菜・奥薗怜・小田有紗・樫本咲・片桐桃花・潟永絵美・
加藤萌夏・菊岡萌・岸本志保・河野真子・國馬実結・五所尾美
波・後藤海里・今野夏帆・齊藤瑠花・佐伯理子・佐々木麻琴・
佐藤朱莉・佐藤香純・佐藤光夏・佐藤友里・佐野舞珠・篠原佳
央・白井万陽・杉村優菜・鈴木詩乃・鈴木万優華・鈴木結衣・
曽我部誠・竹内綾音・竹内佑妃・田城美音・田中美優・田中萌
子・田邉凜風・谷中凜・田畑知耶子・津田杏南・土屋南菜海・
鶴谷桃子・東郷美歩・十時美優・土橋真衣・富田夏妃・中里茜・
中村碧海・中村咲穂・中谷天音・那須日南・西岡優菜・橋詰香
弥乃・橋本亜佑美・畠中優希・服部のぞみ・花房瞳・原田美奈
穂・日戸詩苑・福岡千明・藤井七海・藤沢有希・藤田聡美・古
谷叶望・古谷紗和子・水野裕子・三村しおり・宮内彩名・宮﨑
ふゆの・宮下怜音・牟田口奈津・棟安恵万・森北依琉・森田晟
陽・守山舞・山中杏夏・山根唯真・横山加奈・横山紗千・横山
万桜・吉田優希・渡邉大樹 （ほか3名）

保健医療学部 理学療法学科 │第23回生… 35名
石橋愛莉・伊藤航志・宇野智紀・岡野陸人・小倉由梨佳・金谷
健太・神﨑貴裕・北川裕菜・北川雄也・久保龍紀・小谷菜月・
込山浩光・澤田実咲・白倉江美・祖田夢佳・髙﨑恵多郎・髙橋

昭和大学大学院

令和4年度秋季修了生

医学研究科 │1 5名
赤須里沙子・阿部真希・井上達貴・宇佐美智乃・大橋祐介・上
村佐和・石代優美香・佐藤諒太郎・須藤英隼・千野沙織・手塚
千明・中村元保・西尾崇志・野尻恵里・古川和奈

令和4年度の医師・歯科医師・薬剤師・看護師・助産師・理学療法士・作業療法士の国家試験合格者が
順次発表され、全ての国家試験で全国合格率を上回る結果となった。

医師 │1 1 9名
相沢航平・赤塚陸・赤松秀信・浅川条汰・阿部恒太郎・
有木聡史・飯塚建仁・池上さゆり・生駒直大・石井有莉
寿・石川俊希・井關彩乃・井上一秀・井上広太郎・井原
悠貴・岩澤楽・上田康平・植田光咲・上田武蔵・上野叶
絵・上野涼太・宇野裕喜・大氣水月・大久保慶・大島研・
大槻祐太・大西敦也・大和克洋・荻野まどか・小曽根大
晟・小野遼太郎・折笠真由子・甲斐久禎・葛西里歩・笠
原優樹・鹿島慶子・金谷彩加・川口洸・雁瀬敦彦・具志
堅ゆりか・國本恵理奈・久保田光毅・熊澤啓悟・桑原拓
海・小杉健太郎・小林愛果・小林和歌子・齊藤晟大・酒
井清将・榊博太郎・佐久間結菜・櫻井友尋・塩﨑なつの・

全試験で高水準の新卒合格率を維持

歯学研究科 │4名
小倉菫・塩竈素哉・高風桃子・滝口涼美麗

薬学研究科 │3名
粂哲雄・宮崎和城・山下祥子

保健医療学研究科前期 │3名
 〈論文コース〉鈴木加奈子・大良実・村重美佳

令和4年度春季修了生

医学研究科 │25名
秋山美奈子・朝見友香・東みなみ・新井脩平・新井帝東・太田
真一郎・大橋英朗・北野学・郡司真理子・小暮剛太・小菅美玖・
酒井陸郎・佐藤俊弥・鮫島勇毅・髙橋秀・一寸木宏和・中川茜
里・南雲佑・西原成俊・樋口健佑・平山貴大・三上貴弘・柳井
亮・吉田輝龍・李殷先

歯学研究科 │1 8名
池田理沙・石黒光哲・磨田友里子・大澤昂史・河合良太・姜世
野・小山栞・佐藤ゆり絵・澤村萌香・鈴木涼夕風・高橋侑嗣・並
木静花・祝部亜紗美・松田彩・森美菜・森川金汰・山口真帆・
山根邦仁

薬学研究科 │1 0名
稲垣貴士・植木久輝・大日方瞳・土屋圭輔・出口智一・鄧夢妍・
中野僚太・福元史織・丸山剛・森中遥香

保健医療学研究科前期 │1 3名
 〈論文コース〉 畝浩介・加藤京太郎・金木美佳・川原文代・重田

夏美・古山駿平・宮田剛成・栁澤裕介・若林健太
郎

 〈専門コース〉（専門看護師（CNS））佐藤真樹子・髙田舞
（遺伝カウンセリング）杉山智美
（医学物理教育）大西莞太

保健医療学研究科後期 │5名
稲垣貴惠・先山耕史・傍田彩也子・南雲秀子・三木真裕

助産学専攻科

助産学専攻科 │1 3名
太田ゆか菜・大沼歩依・奥津幸奈・小田愛弓・鎌田はなえ・園
田友希乃・谷岡美優・辻美咲・中嶋瞳・野本優衣・福島日向子・
藤田美穂・渡辺朋加

 医師  第 1 1 7回医師国家試験の合格基準は、必修問題（絶対評
価）が 1 60点/200点（80%）、一般・臨床実地問題（相対評
価）が220点/295点（74.6%）でした。昭和大学医学部の合
格率は95.2%（ 1 1 9名/ 1 25人）で、82大学中24位、私立大学
3 1校中 1 3位です。医学部では、一昨年から教育委員会に「集
中講義・卒業試験・国家試験対策委員会」を置き、新家委員長、
宮崎副委員長、土肥副委員長、小風委員、髙宮委員、泉委員
らが活動してきました。他大学では6年生の成績下位学生を受
験させない（留年）のに対し、本学はほぼ全員を卒業させての
結果ですから誇りに思います。今年度の結果を精査し、「全員

対策委員会の成果で新卒合格率95.2%

令和4年度  国家試験合格発表

修了生一覧 大学院・専攻科

叶・田邉綾乃・津山陽奈・戸井田健吾・富塚赳・永野彬人・野
口大輔・橋本幸・幡野凪砂・深津風太・藤波樹生・水永渉・三
角玄太・村上綾・横田夏希・鷲澤知紘・綿綾花・渡邊花歩
 （ほか 1名）

保健医療学部 作業療法学科 │第23回生… 1 5名
井上麻結・今西充希・齋藤太陽・佐々木拓杜・澤田秀美・平健
人・丹澤花梨・名村志織・野村佳乃子・松澤はるね・森口真伍・
山田ひより・山本涼未・渡邉辰洋 （ほか 1名）

看護専門学校 │第57回生… 1 26名
青木鈴奈・赤間凪沙・阿部慶人・阿部瑠月・安藤唯・池上奈々
美・池田結衣・井澤真悠・石井詩子・石塚美咲・石渡花菜・伊
藤薫・伊藤心音・伊藤隼也マトンド・伊藤美空・伊藤萌・伊藤優
那・稲垣乃映・井上桃歌・井原結菜・岩田由佳・植木京花・遠
藤美月・大内奎・大浦知花・大川琴未・大竹志佳・岡田侑香里・
岡本美紗・小川望・小川夕実・沖田美優・落合未結・賀川美優・
加藤茉紘・神谷妃香・川口真央・川島綾華・川原侑菜・北村有
花・木村こころ・久慈萌香・工藤愛梨・久保文奈・久保歩・黒川
未鈴・小林明日美・齋藤佳乃子・齋藤知佳・齋藤未有・櫻井美
志津・迫田楓・佐藤あや・志真蓮南・下津佐菜々子・白砂愛理・
鈴木麻奈美・須田瑞希・早栗由夏・造田光・園田真子・田浦公
香・髙木亜弥・高橋里佳・高見真由・滝本莉央・田口茉莉・竹
内琴美・竹下あかり・武田菜花・武田十也・武中舞・田代菜々
子・田中友梨・谷脇葵・田村琉乃・丹後葵・千葉晴香・辻紗梨
菜・辻美海・戸田涼香・栃丸冬羽・富田真菜・中尾朱里・長櫻
京香・永冨梨李・中野里胡・成澤朱音・西海なな・西村友里・
沼尻彩楓・濱井友香・浜屋香凜・林香乃葉・平山千歳・福原紗
帆・藤原拓巳・麓涼花・寳澤佑太・細谷菜月・堀川百瀬・堀田
ひなの・本田千恵・松尾光純・松下椰子・三浦清佳・水口葉月・
満潮加奈・峯明花・村上友梨・村田和哉・森瑞希・森戸凜・八
島帆華・矢島音緒・安間菜々美・山口美登里・山本真央・山元
茉歩・横山成美 （ほか6名）
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 薬剤師  本年度国家試験は、345問690点満点に対し、①全問
題への得点が470点以上、②必須問題については全問題への
配点の70%以上で、かつ、構成する各科目の得点がそれぞれ
配点の30%以上、③禁忌肢問題選択数2問以下、の全ての基
準を満たしたものが合格とされました。470点、235問以上は
68. 1 1 %に相当し、これは相対基準が導入された以降、最も
高い合格基準となりましたが、全体の合格率は69.00%でした。
新卒は過去 1 0年で最も高い95. 1 8%でした。全体の合格率は
9 1 . 1 5%で、昨年度よりさらに順位を 1つ上げて3位でした。今
後もこの高い合格率を維持すべく、先生方と学修指導に取りく
んで行きたいと思います。 薬学部教育委員長　小林 靖奈

 看護師  受験者全体の合格率は90.8%（新卒：95.5%）でし
た。厚生労働省における国家試験出題基準が改定されたこと
に伴い、感染に関する問題のほか、地域における生活を含めた
看護の対象の理解、健康問題の多様化や拡大する看護の役割
に関する知識が幅広く問われていました。5肢2択問題も増加
したように思います。看護基礎教育修了時に求められる必要な
知識、能力として多様に変化する社会の状況をとらえて考える
力、また様々な看護学領域の知識を分断せず関連づけて理解
し、多様な問題解決に対応していける力が求められます。採点
除外の取り扱いがなされた問題は一般問題 1問、状況設定問
題 1問でした。

 理学療法士  受験者全体の合格率は87.4%（新卒94.9%）でし
た。合格率低下傾向にあるなかで比較的高い水準でした。指定
規則の改定に伴い、理学療法管理学や栄養学、薬理学、がん
関連障害や地域生活期領域といった出題範囲が拡大している
印象を受けます。また、疾患・障害構造の理解や問題解決を問
う出題が増加しており、単一の科目ごとの一問一答形式による
暗記を主体とした試験対策だけでなく、多領域の知識を関連付
けて学修することが求められます。採点除外等の取扱いがなさ
れた問題は5問（理学療法士専門 1問、理学療法士作業療法
士共通4問）でした。

新卒が過去10年で最も高い95.18%の合格率

新たな出題傾向に適用し
全体で新卒90%以上の合格率

栁理紗・竹内みのり・竹中桃子・竹村今日子・立堀華奈
子・谷村香蓮・都築佳州子・津村ちひろ・轟実菜・飛田
優香・富澤初音・長澤泰希・中根凜子・中林葵・西村俊
諒・野口紗英子・野間大生・長谷川瑞季・畑本萌々子・
濱口京香・林恵実・林拓郎・原楓・伴緋美子・日野舞・
平井みのり・平井佑季・平川明日香・檜波田真希・福地
萌絵・古田瑞歩・星冴佳・星美由紀・細川知佳子・堀瑞
季・堀江美里・堀口瑞歩・松井日和・松岡祐輔・松川駿
介・松本朱音・松本岳・松本真子・丸山珠希・水庭侑香・
水野有香・光野ひかる・宮澤永・宮澤舞衣・村越はるか・
森彩寧・守岡依美・盛川朋海・森園安未・八木百香・矢
部夏海・山口桃子・山中萌加・山本優衣・吉田拓海・米
田亜希・若槻真由・和田都寿・渡部利佳子
 （ほか 1 1名）｜ 既卒者 1 7名

看護師 │225名
 ［保健医療学部看護学科 1 00名］青本風羽・秋田夢乃・芦
原みらの・阿部千紘・安藤澪・飯島莉子・石川琴巳・石
原麻衣・一ノ瀨果南・伊藤菜桜・伊藤美雨・伊藤みづ希・
伊藤れいな・井上舞衣・植木有紗・植田千尋・上田峰令・
牛山明音・宇野優那・江島奈月・大槻沙羅・大場瑞生・
岡田鈴菜・奥薗怜・小田有紗・樫本咲・片桐桃花・潟永
絵美・加藤萌夏・菊岡萌・岸本志保・河野真子・國馬実
結・五所尾美波・後藤海里・今野夏帆・齊藤瑠花・佐伯
理子・佐々木麻琴・佐藤朱莉・佐藤香純・佐藤光夏・佐
藤友里・佐野舞珠・篠原佳央・白井万陽・杉村優菜・鈴
木詩乃・鈴木万優華・鈴木結衣・曽我部誠・竹内綾音・
竹内佑妃・田城美音・田中美優・田中萌子・田辺凜風・
谷中凜・田畑知耶子・津田杏南・土屋南菜海・鶴谷桃子・
東郷美歩・十時美優・土橋真衣・富田夏妃・中里茜・中
村碧海・中村咲穂・中谷天音・那須日南・橋詰香弥乃・
橋本亜佑美・花房瞳・原田美奈穂・日戸詩苑・福岡千明・
藤井七海・藤沢有希・藤田聡美・古谷叶望・古谷紗和子・
水野裕子・三村しおり・宮内彩名・宮﨑ふゆの・宮下怜
音・牟田口奈津・棟安恵万・森北依琉・森田晟陽・守山
舞・山中杏夏・山根唯真・横山加奈・横山紗千・横山万
桜・吉田優希・渡邉大樹 （ほか 1名）

 ［医学部附属看護専門学校 1 25名］青木鈴奈・赤間凪沙・
阿部慶人・阿部瑠月・安藤唯・池上奈々美・池田結衣・井
澤真悠・石井詩子・石塚美咲・石渡花菜・伊藤薫・伊藤
心音・伊藤隼也マトンド・伊藤美空・伊藤萌・伊藤優那・
稲垣乃映・井上桃歌・井原結菜・岩田由佳・植木京花・
遠藤美月・大内奎・大浦知花・大川琴未・大竹志佳・岡
田侑香里・岡本美紗・小川望・小川夕実・沖田美優・落
合未結・賀川美優・加藤茉紘・神谷妃香・川口真央・川
島綾華・川原侑菜・北村有花・木村こころ・久慈萌香・工
藤愛梨・久保文奈・久保歩・黒川未鈴・小林明日美・齋
藤佳乃子・齋藤知佳・齋藤未有・櫻井美志津・迫田楓・
佐藤あや・志真蓮南・下津佐菜々子・白砂愛理・鈴木麻

塩野日菜子・嶋﨑健一郎・島田誉大・清水開貴・下崎優
花・下野壮大・白神美織・杉本昌太郎・杉山匠・鈴木駿
輔・鈴木将斗・相馬芽唯・平龍馬・高橋寿治・髙橋尚之・
田口祐貴・竹澤稜・武山司・民本大・田村梨々花・唐ア
リス・丹野大輝・千歳修司・出口一紀・中川一那・中川
萌香・永塚杏・中西俊介・中村絢心・西川晃一・西山裕
太・新田雅斗・馬場彩乃・濱田幹太・圡方美奈子・平野
真穂・弘田寛治・福井康介・福成信人・藤枝虹介・藤枝
美咲・藤川千紘・藤原大和・藤原隆太郎・府瀬川浩佑・
古田和也・古谷祐介・松本真弥・松本璃怜・峯川友希・
簑田遥・宮永悠聖・守川真帆・矢口まいか・山路慧人・
山田智明・山本眞琴・𠮷田博一・吉玉優美・渡邉雄生
 （ほか4名）｜ 既卒者 2名

歯科医師 │85名
浅川岳・阿部裕里乃・有賀舞衣・飯島由美・五十嵐慎之
介・一ノ関史織・稲葉大賀・植木えりか・海野由衣・緒方
徹・岡田真帆・小野田魁人・片山美央・河合良紀・木内
彩紀・岸本普輔・北田理子・木下優吾・香坂柚里・小林
采夏・近藤さくら・斎藤大輔・佐々木賢悟・佐藤巧実・鹿
野真衣・篠﨑皓介・四宮寛大・地挽智宏・渋谷有德・謝
名麻里那・菅本絵未・杉野旬基・須田隆公・隅信隆・高
橋隼人・武内里加・竹田真帆・田中颯人・田中里奈・角
田知信・東郷健真・豊田麻里子・中尾匡朗実・中西真由・
中村萌・野川三奈・引田彩香・平山藍子・朴卯実・星友
二・保科悠士朗・政木美香・松岡かれん・松本瑞生・松
本里菜・丸山桜子・南尚志・盛重実里・栁下雄介・山口
のどか・山田智梨・渡部玖充・渡邊心・渡辺理沙・渡辺
涼太 （ほか7名）｜ 既卒者 1 3名

薬剤師 │1 75名
青栁智子・赤池哉太・上尾菜々・足立翔吾・阿彦友梨・
新井唯奈・粟根大揮・華岡慶太・五十嵐日向子・池川希・
石井花奈・石井宏武・石川愛梨・石本菜々子・井出サア
ヤ・井戸祐希・伊東杏紗・伊藤名都・伊藤遥香・井上彩
音・今泉祐美子・岩倉春姫・上田万智香・牛嶋紗那・薄
井もえ・内田朱音・内田ひなの・大澤加奈・大塚未来・大
友麻衣・大橋明未・岡野泰希・岡本純佳・奥山菜海・小
椋七海・小倉七海・小幡莉子・加木渚彩・加藤世奈・加
藤七菜・加藤ゆい子・加藤由都・金井優佳・鎌田美咲・
雁谷有紗・川上奏音・菊池沙稀・北村絵莉香・工藤瑞
生・久保谷里咲・熊智美・熊坂瞳美・黄田明日香・古久
保優衣・越田明梨・小嶋公之・小林文香・小林悠・小宮
山沙希・近裕太・齋藤亮・齊藤紋佳・坂梨杏奈・坂本志
帆・佐々木隼・佐藤正和・澤井陽花・澤井舞乃・澤田理
奈・重田寛子・下村一帆・新保有紀・洲﨑祐輝・鈴木か
なえ・鈴木琢也・鈴木真由・鈴木水悠・鈴木梨子・勢司
真那・関遥佳・髙久智妃・高坂ひかる・髙須美也子・髙

第1 1 6回歯科医師国家試験
試 験 日 令和5年 1月28日㈯・ 1月29日㈰
合格発表 令和5年3月1 6日㈭

全国 私立大学
昭和大学

全体 新卒 既卒
受 験 者 3, 1 57名 2,3 1 5名 1 1 0名 89名 2 1名
合 格 者 2,006名 1 ,39 1名 85名 72名 1 3名
合 格 率 63.5% 60. 1 % 77.3% 80.9% 6 1 .9%

第1 08回薬剤師国家試験
試 験 日 令和5年2月1 8日㈯・2月1 9日㈰
合格発表 令和5年3月22日㈬

全国 私立大学
昭和大学

全体 新卒 既卒 旧4年制
受 験 者 1 3,9 1 5名 1 2,995名 1 92名 1 66名 25名 1 名
合 格 者 9,602名 8,835名 1 75名 1 58名 1 7名 0名
合 格 率 69.00% 67.99% 9 1 . 1 5% 95. 1 8% 68.00% 0.00%

第58回理学療法士国家試験
試 験 日 令和5年2月1 9日㈰〈筆記〉・2月20日㈪〈口述・実技〉
合格発表 令和5年3月23日㈭

全国
昭和大学

全体 新卒 既卒
受 験 者 1 2,948名 36名 35名 1 名
合 格 者 1 1 ,3 1 2名 36名 35名 1 名
合 格 率 87.4% 1 00% 1 00% 1 00%

第1 1 2回看護師国家試験
試 験 日 令和5年2月1 2日㈰
合格発表 令和5年3月24日㈮

全国
昭和大学 看護

専門学校全体 新卒 既卒
受 験 者 64,05 1名 1 03名 1 03名 0名 1 26名
合 格 者 58, 1 52名 1 00名 1 00名 0名 1 25名
合 格 率 90.8% 97. 1 % 97. 1 % ―% 99.2%

第1 1 7回医師国家試験
試 験 日 令和5年2月4日㈯・2月5日㈰
合格発表 令和5年3月1 6日㈭

全国 私立大学
昭和大学

全体 新卒 既卒
受 験 者 1 0,293名 3,809名 1 25名 1 20名 5名
合 格 者 9,432名 3,5 1 5名 1 1 9名 1 1 7名 2名
合 格 率 9 1 .6% 92.3% 95.2% 97.5% 40.0%

 歯科医師  第 1 1 6回歯科医師国家試験結果が発表され、本学は
全国平均合格率63.5%に対し77.3%であり、新卒は80.9%の
合格率で、私立 1 7大学中2位、国公立を含めた29大学中でも
6位の成績となりました。今年は領域設定が必修、領域A（総
論）、領域B（各論）の3領域に改変され、必修問題へのX2形
式の導入など出題基準の大幅な改定がありました。本学新卒者
の結果からは卒業再評価試験受験者の合格率が低い結果とな
りました。この結果を受け、成績下位者への指導をより一層手
厚くするとともに、5年次の臨床実習中にも国家試験形式の確
認試験を導入し、下位学年からの知識の積み上げを確実に行う
ことで、国家試験合格率の向上を図っていきたいと考えており
ます。 歯学部教育委員長　船津 敬弘

出題基準の大幅な改定あり、今後も対策を強化

卒業・国試合格 1 00%」を目指し、教育職員一丸となり取り組
んで参ります。 医学部教育委員長　泉 美貴
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奈美・須田瑞希・早栗由夏・造田光・園田真子・田浦公
香・髙木亜弥・高橋里佳・高見真由・滝本莉央・田口茉
莉・竹内琴美・竹下あかり・武田菜花・武田十也・武中
舞・田代菜々子・田中友梨・谷脇葵・田村琉乃・丹後葵・
千葉晴香・辻紗梨菜・辻美海・戸田涼香・栃丸冬羽・富
田真菜・中尾朱里・長櫻京香・永冨梨李・中野里胡・成
澤朱音・西海なな・西村友里・沼尻彩楓・濱井友香・浜
屋香凜・林香乃葉・平山千歳・福原紗帆・藤原拓巳・麓
涼花・寳澤佑太・細谷菜月・堀川百瀬・堀田ひなの・本
田千恵・松尾光純・松下椰子・三浦清佳・水口葉月・満
潮加奈・峯明花・村上友梨・村田和哉・森瑞希・森戸凜・
八島帆華・矢島音緒・安間菜々美・山口美登里・山本真
央・山元茉歩・横山成美 （ほか5名）

理学療法士 │36名
石橋愛莉・伊藤航志・宇野智紀・岡野陸人・小倉由梨佳・
金谷健太・神﨑貴裕・北川裕菜・北川雄也・久保龍紀・
小谷菜月・込山浩光・澤田実咲・白倉江美・祖田夢佳・
髙﨑恵多郎・髙橋叶・田邉綾乃・津山陽奈・戸井田健吾・
富塚赳・永野彬人・野口大輔・橋本幸・幡野凪砂・深津
風太・藤波樹生・水永渉・三角玄太・村上綾・横田夏希・
鷲澤知紘・綿綾花・渡邊花歩 （ほか 1名）｜ 既卒者 1名

作業療法士 │1 6名
井上麻結・今西充希・齋藤太陽・佐々木拓杜・澤田秀美・
平健人・丹澤花梨・名村志織・野村佳乃子・松澤はるね・
森口真伍・山田ひより・山本涼未・渡邉辰洋
 （ほか 1名）│ 既卒者 1名

保健師 │24名
阿部千紘・安藤澪・宇野優那・大場瑞生・岡田鈴菜・片
桐桃花・加藤萌夏・河野真子・五所尾美波・佐伯理子・
佐々木麻琴・白井万陽・津田杏南・東郷美歩・富田夏妃・
中村咲穂・那須日南・古谷紗和子・三村しおり・守山舞・
山根唯真・横山加奈・吉田優希 （ほか 1名）

助産師 │1 3名
太田ゆか菜・大沼歩依・奥津幸奈・小田愛弓・鎌田はな
え・園田友希乃・谷岡美優・辻美咲・中嶋瞳・野本優衣・
福島日向子・藤田美穂・渡辺朋加

 保健師  受験者全体の合格は93.7%（新卒96.8%）でした。問
題は長文化し、専門的知識をもとに考え、正解していく問題が
増えたように思います。保健師として、正確な知識の修得が求
められます。採点除外の取り扱いがなされた問題は 1問でした。

 助産師  受験者全体の合格は95.6%（新卒95.9%）でした。今
回も、基礎的な知識が多く問われていたように思います。妊娠
期・分娩期・産褥期・新生児期等の周産期に視点をあてた問
題については、正常か異常かのアセスメント、読解力を求めら
れる問題もありました。採点除外の取り扱いがなされた問題は
1問でした。

医学部 医学科 │1 34名
淺野菜智華（湘南白百合学園）・阿部正（関東学院）・天木智陽（千葉
（県立））・池堂僚介（ラ・サール）・石井大介（東邦大学付属東邦）・石
槫信亨（海城）・石渡大希（ラ・サール）・伊藤沙桜（田園調布雙葉）・
伊藤正人（成蹊）・伊藤和叶（雙葉）・入澤慎（静岡東）・岩佐彩花
（吉祥女子）・岩﨑絢子（大妻多摩）・植田愛美（加藤学園暁秀）・内田
清花（田園調布雙葉）・梅村拓人（北嶺）・王和眞（早稲田）・大久保
宙（駒場東邦）・大久保美玲（朋優学院）・大関舞（横浜雙葉）・大武
伸太朗（國學院大學久我山）・大谷龍ノ介（桐朋）・大平悠登（高輪）・
大渕友理恵（田園調布雙葉）・岡林和花（桜蔭）・岡本倫（慶應義塾女
子）・小川泰平（世田谷学園）・奥田和樹（開成）・奥野瑛（浅野）・小
倉拓海（渋谷教育学園幕張）・長田純奈（学習院女子高等科）・小田桃
羽（新潟）・小内開生（北園）・小宅悠之（茨城）・風祭美波（豊島岡
女子学園）・梶谷栄太（成城）・片野克昭（桐蔭学園）・金井優実（共
立女子）・叶内秀（慶應義塾）・金子純（茗溪学園）・金子健太（芝）・
川島怜大（暁星）・河本輝（横須賀大津）・木下圭子（光塩女子学院高
等科）・木下実柚（日本女子大学附属）・木本光咲（洗足学園）・口出
直汰（洛星）・車川仁一（駒場東邦）・小林祐斗（多摩大学目黒）・小
溝祐太（都城泉ケ丘）・坂巻慶（栄東）・櫻井勇輔（高輪）・佐藤海斗
（磐田南）・佐野駿介（八千代）・佐野麟太郎（加藤学園暁秀）・佐分咲
輝（西武学園文理）・塩島功生（九段）・塩月凜（豊島岡女子学園）・塩
原さくら（成蹊）・重盛大地（東京都市大学等々力）・陣内捷吾（東海）・
菅原心菜（専修大学松戸）・杉村茉保（共立女子）・杉本寛児（新潟）・
杉山和優（駒場東邦）・鈴木愛（東京女学館）・鈴木清風（学習院女子
高等科）・鈴木詩織（市川）・鈴木武斗（巣鴨）・高江洲令（東京都市
大学付属）・鷹野駿（駒場）・髙橋陽（武蔵（私立））・髙橋莉菜（昭和
女子大学附属昭和）・武居恒志郎（東京学芸大学附属）・竹中陽菜（田
園調布学園高等部）・竹原葵（東京学芸大学附属）・田所真綸（森村学園
高等部）・田中空（吉祥女子）・陳業森（獨協）・土屋葵（小石川）・出
町亜葉（洗足学園）・東條遼太（立教新座）・徳山歩由（成蹊）・冨田
慎之介（函館ラ・サール）・友部広大（水戸第一）・外山健心（世田谷
学園）・中澤寛基（東海）・中村拓海（東邦大学付属東邦）・中山稜真
（日本大学藤沢）・西池衛（立命館慶祥）・西出莉彩（淑徳与野）・橋元
七海（南山）・橋本寛度（巣鴨）・橋本真（成城）・波多野美来（山手
学院）・濱口千草（鴎友学園女子）・原夕理奈（青山学院高等部）・平田
琉（森村学園高等部）・福島凜奈（雙葉）・福田蛍太（宝仙学園）・福
満怜（修猷館）・藤井彩哉子（女子学院）・舟﨑泰希（日本大学第二）・
舟橋和奏（日本女子大学附属）・古屋純（海城）・邉見啓祐（攻玉社）・
保志場美毅（金沢大学附属）・増南太輝（工学院大学附属）・松田宝子
（横浜共立学園）・松野仁美（光塩女子学院高等科）・松山日鞠（仙台二
華）・丸山麗來（燕）・御手洗美郁（豊島岡女子学園）・宮本優羽（頌
栄女子学院）・森本優羽（東洋英和女学院高等部）・守屋祐輔（巣鴨）・
諸田真（静岡聖光学院）・八島真生（西武学園文理）・矢部鳳久（文部
科学大臣の指定した者）・山浦奈津希（佐久長聖）・山縣信吾（聖光学

 保健医療学部教育委員長　榎田 めぐみ

令和5年度  新入生

院）・山本恭平（東京農業大学第一）・行本敦起（桐蔭学園）・𠮷澤宏
輝（世田谷学園）・吉田汐里（桜修館）・若林賢士朗（向丘）・脇本陸
（攻玉社）・和田利音（鴎友学園女子） （ほか6名）

歯学部 歯学科 │96名
安藤祐人（攻玉社）・飯島莉栞子（湘南白百合学園）・井川駿（常葉
大学附属橘）・池田茉莉名（昭和女子大学附属昭和）・石井菜々子（穎
明館）・石津立聖（修道）・石原義康（芝浦工業大学柏）・伊藤絵里奈
（八千代松陰）・井上美咲（昭和女子大学附属昭和）・植木花虹（諫早）・
内海樂子（田園調布学園高等部）・岡島遥紀（彦根東）・岡田響（八千
代松陰）・小川奈流（渋谷教育学園渋谷）・加藤智隆（暁星）・金澤喜
一朗（神代）・河村夏姫（カリタス女子）・岸川凜香（田園調布雙葉）・
木村昇平（成城学園）・草山幹生（秦野）・國村彩梨（明誠学院）・熊
木桐子（聖心女子学院高等科）・齋藤丈（森村学園高等部）・齋藤美智
（拓殖大学第一）・佐々木愛心（光塩女子学院高等科）・佐々木柚葉（鳥
取西）・佐々木琉偉（佐久長聖）・佐藤日向子（長岡）・三田祐歌（中
部大学春日丘）・島津花帆（共立女子）・志水海那美（大島海洋国際）・
社本明日春（山手学院）・白石彩奈（東洋英和女学院高等部）・白水芭
奈（公文国際学園高等部）・杉山海斗（日本大学習志野）・鈴木颯真（安
積黎明）・須藤爽（山手学院）・砂原毬乃（桐朋女子）・髙島大暉（桜
丘）・竹井麻恵（武蔵野大学附属千代田高等学院）・田中夢乃（雙葉）・
田村菜香（成城学園）・近津舞花（田園調布学園高等部）・千野愛莉
（竹園）・堤愛莉（横浜雙葉）・富田玲央（浦和学院）・豊田結希（十文
字）・鳥越琥徹（佐世保西）・土居元優吾（本庄東）・内藤鈴音（フェ
リス女学院）・中舘瑠美那（日本女子大学附属）・中野貴太（真和）・中
村綾芽（明治学園）・永井菜乃（豊島岡女子学園）・西野泰史（杉並）・
野阪真央（神戸海星女子学院）・能勢隼人（横浜翠陵）・野田陽仁（桐
蔭学園）・野村柚里香（栄東）・萩原晴華（秀明）・畑賢希（北陸）・
初見真依（田園調布）・林田聖菜（中村）・平田昂子（南山）・藤本
莉々（かえつ有明）・舩越乙夢（成城学園）・干川知夏（江戸川女子）・
堀美沙希（静岡）・堀越瑛仁（佐野日本大学）・本村一樹（長野日本大
学）・光本侑生（成城学園）・宮本彩愛（太田（市立））・宮本露亜（長野
（県立））・村石愛依（雙葉）・村上豪（玉川学園高等部）・森詩夢（名
古屋）・森友かのん（恵泉女学園）・森山圭悟（東京都市大学付属）・屋
宜碧海（白鴎大学足利）・籔根千乃（小山台）・山内昌由（球陽）・山
口香奈（湘南白百合学園）・山本俊介（横須賀学院）・米山仁國（桐蔭
学園）・渡邉多奏音（学習院女子高等科）・鈴木日菜子（福山暁の星女
子）・三瓶未葵（安積）・渡辺大誠（駿台甲府） （ほか8名）

編入学 ｜1名　吉野達郎（大阪大学）

薬学部 薬学科 │220名
相澤穂佳（湘南工科大学附属）・青木久実（桜丘）・青木優和（駒澤大
学）・青田憐奈（文京）・青山実希（山脇学園）・飽田陸斗（鶴見大学附
属）・油田佳奈（鴎友学園女子）・阿部孝也（雪谷）・新井彩友美（浦
和（市立））・新井椋大（開智）・飯島紗香（桜丘）・飯田和音（桐蔭学
園）・家里真穂（金沢）・生田恵利奈（朋優学院）・池富美結（茨城）・

第1 09回保健師国家試験
試 験 日 令和5年2月1 0日㈮
合格発表 令和5年3月24日㈮

全国
昭和大学

全体 新卒 既卒
受 験 者 8,085名 24名 24名 0名
合 格 者 7,579名 24名 24名 0名
合 格 率 93.7% 1 00% 1 00% ―%

第1 06回助産師国家試験
試 験 日 令和5年2月9日㈭
合格発表 令和5年3月24日㈮

全国
昭和大学

全体 新卒 既卒
受 験 者 2,067名 1 3名 1 3名 0名
合 格 者 1 ,977名 1 3名 1 3名 0名
合 格 率 95.6% 1 00% 1 00% ―%

新入生一覧 4学部・専門学校

 作業療法士  受験者全体の合格率は83.8%（新卒9 1 .3%）でし
た。症例問題やその他の問題における患者の作業療法評価や
作業療法プログラムについて問う内容に対し、「最も適切なもの
を選べ」との設問が多く見受けられ、優先順位を踏まえた回答
が求められておりました。医療安全に関する設問も複数出題さ
れていました。臨床実習のなかで問題解決のプロセスやリスク
管理に関する学修を深めていくことが求められます。採点除外
等の取り扱いがなされた問題は4問（理学療法士・作業療法士
共通問題4問）でした。

第58回作業療法士国家試験
試 験 日 令和5年2月1 9日㈰〈筆記〉・2月20日㈪〈口述・実技〉
合格発表 令和5年3月23日㈭

全国
昭和大学

全体 新卒 既卒
受 験 者 5,7 1 9名 1 6名 1 5名 1 名
合 格 者 4,793名 1 6名 1 5名 1 名
合 格 率 83.8% 1 00% 1 00% 1 00%
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石井菜津子（鎌ケ谷）・石渡慶（桜町）・板垣杏果（田園調布雙葉）・
井出樹（上田）・伊藤采慧（星野）・伊藤優希（瀬谷）・伊藤優月（朋
優学院）・稲垣諒汰（薬園台）・岩崎由真（静岡雙葉）・岩澤彩翔（星
野）・岩花琴（大妻）・梅澤祐衣（太田女子）・梅田越里（桐蔭学園）・
榎木陽珂（東京学館浦安）・遠藤真之介（郡山）・大川真珠（神奈川学
園）・大澤柚香（四ツ葉学園）・大竹やよい（大妻嵐山）・大塚佑実子
（文教大学付属）・大野木架（國學院）・大場美羽（浜松北）・大山ゆら
（小山台）・岡﨑遥（浜松北）・岡崎里奈（富士見）・岡本唯（日本大学
明誠）・小川琴音（カリタス女子）・小川桃子（市ケ尾）・奥山美良（春
日部共栄）・落合千紘（桑名）・小野瀬悠希（東洋英和女学院高等部）・
小宅悠加（香蘭女学校高等科）・加藤彰人（立正大学付属立正）・加藤綾
乃（熊谷西）・加藤美咲（國學院）・門松亜美（日本大学藤沢）・金城智
子（南）・金森夕姫（昭和女子大学附属昭和）・金子香澄（品川エトワー
ル女子）・金田瑠奈（横浜翠嵐）・河合彩花（文星芸術大学附属）・河合
七星（日本大学鶴ケ丘）・川久保悠（野沢北）・川田夢葉（小山台）・川
野邊佑斗（茨城）・川端叶望（志学館高等部）・川俣大輔（鹿沼）・木
内柚綺（目白研心）・木谷光希（本庄東）・木田葉月（高田）・久保下
翔斗（高輪）・久保田桜空（甲府第一）・久保田蓮（海老名）・蔵田未
来（星野）・黒田えみり（立教女学院）・黒田天都（瀬谷）・小池遥奈
（桜美林）・小鍛冶真悠（新潟中央）・小松和（南多摩）・五島宏太（市
ケ尾）・権太真帆（柏（県立））・斎藤せな（恵泉女学園）・佐伯凜（湘
南工科大学附属）・坂井響（武南）・坂尻那月（昭和女子大学附属昭和）・
坂尻もも（青稜）・坂本汰樹（佐倉）・笹本詩音（朋優学院）・佐藤愛
（文京学院大学女子）・佐藤優輝（穎明館）・佐野陽奈（横浜翠陵）・佐
分利亮太（東海）・重松明希（開智日本橋学園）・芝田涼輔（専修大学
松戸）・島上凜々（順天）・清水彩夏（水戸第一）・清水等子（東京女
学館）・鍾美蛍（横浜平沼）・白井凛（田園調布学園高等部）・白石ここ
ろ（東洋）・白鳥菫（牛久栄進）・神乙葉（弘前）・鈴木杏梨（雙葉）・
鈴木佑（東）・陶山倫央（桜の聖母学院）・諏訪部葉月（上田染谷丘）・
妹尾晏奈（高森）・関口凪（豊島学院）・副島実夢（元石川）・薗田俊
（帝京大学）・髙木香弘（日本大学第三）・高澤凜（國學院大學久我山）・
髙田歩実（米子東）・高津日和（静岡学園）・髙橋真優（文京）・高
橋凜（清泉女学院）・竹下かえで（静岡学園）・竹下祐永（成城学園）・
武田美佳（桜丘）・田所満里奈（麻布大学附属）・玉村優樹（横須賀
総合）・張凱亮（攻玉社）・辻美咲（沖縄尚学）・土屋萌々花（福岡）・
照井大智（不動岡）・土岐純花（昭和女子大学附属昭和）・徳山秀（筑
波大学附属）・戸田優希（海老名）・冨澤琴菜（川口市立）・豊泉芽生
（昭和）・内藤咲希（静岡）・中村美涼（住吉）・中本マリア（熊本）・
永井愛夕（希望ケ丘）・永川凜（青山学院大学系属浦和ルーテル学院）・
長澤郁美（桐蔭学園）・成瀬観央（國學院）・西潟歩羽（湘南白百合学
園）・西山知里（不動岡）・根本海美（水戸葵陵）・野口帆南（雙葉）・
野津虎太郎（東京）・野部直弘（城北（私立））・長谷川紗和（品川女
子学院高等部）・長谷川結生（直江津）・長谷川優那（麗澤）・長谷川
陽大（駒場）・花島里紗子（国分寺）・浜浦託光（富山東）・濱田利
駆（聖学院）・早川羽彩紀（墨田川）・原優（長野（県立））・平石茉子
（田園調布）・福島悠乃（品川女子学院高等部）・福島萌（聖ウルスラ学院
英智）・福田侑紀（聖心女子学院高等科）・福永迅（瀬谷）・藤井悠葉
（江戸川学園取手）・藤田剛（武蔵野大学附属千代田高等学院）・藤本葵衣
（長生）・二村大知（青山）・古川紗那（日本大学藤沢）・堀口真生（東
洋英和女学院高等部）・本沢優茉（錦城）・本道愛理（上田）・前田美

緒（八千代）・牧山明日香（大宮開成）・増田新哉（雪谷）・松坂大和
（目白研心）・松原結衣子（佐賀西）・松本一真（芝）・松山愛理（神奈
川学園）・間室結（淑徳与野）・黛亜子（東京農業大学第二）・三須優奈
（大宮）・三田雄介（桐蔭学園）・宮下恵（聖ヨゼフ学園）・村尾司（伊
奈学園総合）・村上由布希（済美平成）・森柚葉（共立女子）・森信優
衣奈（土浦日本大学）・守屋結菜（川和）・森山暖（青稜）・森脇杏珠
（遺愛女子）・諸橋有紗（智辯学園和歌山）・矢野汐織（洗足学園）・山
口美咲（日本工業大学駒場）・山﨑仁美（関東学院）・山田京（森村学
園高等部）・山田有希菜（東京都市大学等々力）・山中絵梨奈（日本女
子大学附属）・山中勇人（鶴見大学附属）・山本桂司（桐蔭学園）・山本
祥奈（清泉女学院）・芳門琴音（栄東）・吉武友梨（錦城）・吉田一砂
（白鴎）・吉田菜桜（小田原）・米山千杏生（東京大学教育学部附属）・
若松晴香（志學館高等部）・脇谷莉紗（郁文館グローバル）・渡邉麻央
（大妻）・渡邊美遥（追浜）・ヴァイタリス唯（白百合学園） （ほか22名）

保健医療学部 看護学科 │1 0 1名
浅岡茉奈海（元石川）・芦森智紀（高槻）・足立茉優（市ケ尾）・姉崎
愛未（港北）・池谷心羽（桐朋女子）・石島未奈美（順天）・井関桃杏
（松が谷）・礒田結衣（横浜創英）・市川綾香（加茂）・伊藤小春（多
摩大学目黒）・伊藤萌花（横須賀大津）・今西千花（相模女子大学高等
部）・岩﨑あずみ（光陵）・岩瀬さやか（大妻中野）・牛尼萌那（東海
大学付属諏訪）・牛草麻那（東洋英和女学院高等部）・榎本理紗（昭和女
子大学附属昭和）・及川和花子（森村学園高等部）・大久保朋香（桜美
林）・太田萌々奈（日本大学藤沢）・大野流奈（田園調布雙葉）・大場咲
弥（八雲学園）・大堀琳央（聖心女子学院高等科）・荻野美咲（昭和女子
大学附属昭和）・長田梨々花（玉川聖学院高等部）・柏木琉那（麻布大学
附属）・柏倉結来（山形北）・片瀬愛美（桜美林）・加藤愛菜（光陵）・
加藤杏菜（浜松日体）・金沢まりあ（平塚江南）・金谷美緒（捜真女学
校高等学部）・川合菜月（日野）・神戸志織（沼津市立沼津）・北村映
菜穂（三島北）・黒川紗希（元石川）・釼持有紗（昭和女子大学附属昭
和）・小菅輝星（三浦学苑）・小林叶歩（横須賀学院）・小林沙輝（日
川）・阪口凜（伊豆中央）・佐藤冴（市ケ尾）・嶋村陸（白鴎）・庄司星
哉（日本学園）・白井茉衣（千葉南）・白旗花菜（玉川学園高等部）・鈴
木麗（静岡市立）・壽見愛香（昭和女子大学附属昭和）・関根恵茉（カリ
タス女子）・大道寺栞帆（横浜平沼）・高柳ひなた（横浜隼人）・武久
友莉亜（横須賀大津）・田中もも（岸根）・玉置小麦（横浜翠陵）・土屋
柚貴（八王子学園八王子）・德原楓（東洋）・友松蒼太（麻溝台）・鳥越
彩音（湘南白百合学園）・永井若奈（小川）・永倉紗良（東洋大学附属
牛久）・中島優香（諏訪清陵）・中田琴子（大妻中野）・中西晴香（神
代）・中村日馨（流通経済大学付属柏）・中本真央（上矢部）・西岡こ
のみ（武南）・萩原美樹（海老名）・畠山栞（昭和女子大学附属昭和）・
林咲良（宇都宮北）・林莉都（東海大学付属高輪台）・原ゆず（カリタス
女子）・平﨑友子（帝京）・平山咲（下北沢成徳）・古屋慶多（横浜清
風）・前島麻凛（湘南学院）・松下優菜（神奈川学園）・松本深里（東
京女子学園）・村上璃緒音（東京女子学院）・森まゆこ（成城学園）・安
原水紀（甲府昭和）・安見厘伽（日本大学）・矢部結子（桜美林）・山
賀優寧（横浜創英）・山口遥（東大和南）・山﨑菜央（神奈川学園）・山
之内愛葉（東京都市大学等々力）・山村倫代（八王子学園八王子）・山本
実（文京）・横沢美苗（麻溝台）・渡邉朱璃（東京農業大学第一）・渡

邉千早（国際）・渡部玲那（横浜創英）・渡唯真（市ケ尾）・岩崎恵里
奈（岸根） （ほか7名）

編入学 ｜5名　伊藤隼也マトンド（昭和大学医学部附属看護専門学校）・
鈴木麻奈美（昭和大学医学部附属看護専門学校）・高見真由（昭和大学医
学部附属看護専門学校）・西島知佳（日本大学医学部附属看護専門学校）・
山田莉歌（東京都立広尾看護専門学校）

理学療法学専攻 │35名
相澤咲良（新潟青陵）・秋山匠（岸根）・荒井孝太（横浜翠陵）・伊藤
咲葵（松陽）・上野楓和（荏田）・笠間蒼馬（綾瀬）・金子涼梧（国士
舘）・鍛代暁子（橘）・北原美幸（岡谷南）・木村葵（島田）・栗谷川
葵（盛岡市立）・肥沼昭秀（田園調布）・齊藤里佳（昭和女子大学附属
昭和）・志田裕紀（調布南）・鈴木翔太（沼津西）・鈴木和奏（駒澤大
学）・関澤澄鈴（目黒星美学園）・谷口陽斗（東）・谷口茉凜（元石川）・
時實さわ（磐城）・友澤惟吹（横浜清風）・新沼音羽（戸塚）・西垣友
衣（東京女子学院）・設永雫（熊谷女子）・花岡みずほ（鎌倉）・開琳
花（森村学園高等部）・古谷英里奈（南平）・堀井颯太（鵠沼）・牧野
琴音（大成）・松浦美桜（港北）・柳沢さくら子（桜美林）・山本壱恵
（伊那弥生ケ丘）・鷲澤健人（元石川）・渡邉海里（富士市立）・渡邉芽
生（横浜栄）

作業療法学専攻 │1 5名
阿部奏羽（森村学園高等部）・糸井継王（二松学舎大学附属柏）・大森
遥輝（水戸桜ノ牧）・金田梨花（東京農業大学第二）・佐々木萌実（古川
黎明）・佐藤拓磨（いわき総合）・宿野部拓己（大磯）・平良真緒（つ
ばさ総合）・冨永桜（茅ケ崎北陵）・中村紗瑛（相原）・野口はるか（女
子聖学院）・平本彩佳（麻布大学附属）・府川なの葉（八雲学園）・船田
徹平（荏田）・山崎実桜（十文字）

看護専門学校 │1 50名
青田唯那（日本橋）・秋葉紗菜（麹町学園女子）・浅野花和（南多摩）・
芦川美佳（北豊島）・阿部温斗（秋田西）・天口優羽（羽黒）・荒井真
羽（松原）・有馬友愛（高松北）・五十嵐芽依（横須賀学院）・井坂美
魅（岐阜総合学園）・石川亜優（吉原）・磯野星空（沼津市立沼津）・伊
藤大幹（芦花）・稲川照悟（武蔵野）・岩城愛里（足立）・岩橋すずな
（八千代松陰）・氏家愛奈（古川黎明）・生方愛唯（大田桜台）・梅津果
奈（保谷）・江頭一華（東海大学付属高輪台）・大関美冬（新潟向陽）・
大沼千鶴（芦花）・大久歩未（石巻）・大森真希（杉並）・小川紗奈
（日野）・表和咲（府中西）・小山菜香（駒澤大学）・影山あみ（静岡市
立清水桜が丘）・梶原琴乃（伊志田）・梶原羽瑠（小杉）・加藤杏実（武
蔵丘）・加藤慎也（実践学園）・加藤梨紗（跡見学園）・金子沙恵（大
崎）・川上美音（日本橋）・川又満里菜（佼成学園女子）・神田ゆい（立
正大学付属立正）・神林亜弥（鶴岡北）・黒木樺乃（上田東）・小島心和
（目黒星美学園）・小早川遥（目黒学院）・小林優奈（麻布大学附属）・金
野航太（田無）・齋藤朱莉（大崎）・齋藤彩華（山形城北）・齋藤心琉
（東金）・坂井愛季（柏崎）・櫻田有咲（巨摩）・笹川桃花（阿倍野）・
佐々木晴（五所川原）・佐々木実花（網走南ケ丘）・佐々木祐夏（湘南

学院）・笹島彩花（高津）・佐藤杏衣（北海道文教大学明清）・佐野理紗
子（名城大学附属）・塩島彩心（本所）・柴田芽依（元石川）・島崎真
実子（藤村女子）・下田琳太郎（伊東）・宿里茉彩（霧が丘）・庄司結
音（目白研心）・菅原愛華（那覇）・須佐里々菜（鶴岡北）・須藤瀬理
（秩父）・炭屋このみ（聖和学園）・髙橋蒼姫（文化学園長野）・髙橋樹
里（田園調布）・髙山美結（岡谷南）・武井望愛（浦和実業学園）・田中
愛菜（東京）・田中乙野（大崎）・田中幸音（世田谷総合）・谷口梨菜
（柏陵）・津村優羽（日本橋）・洞庭ひかる（金沢西）・時田莉奈（酒田
西）・轟藍海（長野清泉女学院）・中川鈴華（大町岳陽）・中崎望結（八
戸東）・中沢涼菜（富士森）・永富結（町田総合）・中林花菜（新潟明
訓）・中村しずく（苫小牧東）・中谷芽愛（登別明日）・鍋島アリス（霧
が丘）・生田目恋侍（春日部共栄）・縄島里穂（多摩大学目黒）・西澤
茅里（登米）・西田羽那（光陵）・野口奈瑠美（川口市立）・橋本紗世
（杉並総合）・蓮田瑠菜（元石川）・羽立彩花（東京成徳大学）・馬場万
莉乃（横浜隼人）・濱名心希（武蔵村山）・早川奈波（百合丘）・林真
莉奈（大崎）・原島歩未（常総学院）・原田一葉（富士見丘）・福田小
雪咲（サビエル）・福留愛桜（駒澤大学）・福本凜（日本大学藤沢）・藤
井幸夏（荏田）・藤田玲乃（白鵬女子）・藤谷弓乃（庄原格致）・藤原
彩月（大森学園）・布施優希（葛飾総合）・渕脇葵（大妻）・舩津梨緒
（麻生）・古川優衣（久留米西）・本田恵利香（三重）・本間由夏（酒
田南）・前澤杏美（十文字）・松川瑠華（沼田）・松下舞花（共立女子
第二）・松山亜樹（長野日本大学）・的場凛華（駒場学園）・丸山璃音
（八女学院）・三澤未有（桜町）・宮内優依（足立）・宮下杏花里（吉
田）・宮竹祐里花（東洋大学附属牛久）・宮塚あいは（川口市立）・宮
林加帆（板橋有徳）・宮本莉乃（麻溝台）・望月葵（東海大学付属高輪
台）・森彩羽（つくば開成国際）・森田巴琉（相模女子大学高等部）・守
谷春香（日本大学櫻丘）・山口かおり（白梅学園）・山﨑あい（深川）・
山下桃佳（女子聖学院）・山田初季（川崎（市立））・山本愛実（國學
院）・湯田愛莉（田園調布）・横山乃々華（日本大学第三）・横山楓（府
中西）・李花蓮（東京学館浦安）・渡邉咲菜（田園調布）・大谷崇啓（小
山台）・矢口咲貴（神代）・⻆野慧（朝霞）・金城莉奈（那覇国際）・蔦
木彩蘭（青梅総合） （ほか6名）

昭和大学大学院

令和4年度秋季新入生

医学研究科 │1 0名
岩橋雅之・桑原優大・榊原真子・鈴木梨沙子・寺師義直・中山
紗由香・藤森琢磨・宮村知弥・森田光賜・安原沙貴子

歯学研究科 │ 1名
柴原果依

保健医療学部
リハビリテーション学科

保健医療学部
リハビリテーション学科

新入生一覧 大学院・専攻科

※新入生一覧は氏名・出身校ともに同意した学生のみを掲載しております。
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薬学研究科 │2名
大石雅子・藤原沙樹

保健医療学研究科前期 │3名
伊藤由輝・髙林郁美・山本剛史

保健医療学研究科後期 │2名
鈴木加奈子・大良実

令和5年度春季新入生

医学研究科 │44名
阿部一輝・飯塚建仁・池上さゆり・石井有莉寿・井上広太郎・井
上笙・井上直人・岩澤楽・上野倫平・大島研・荻野まどか・織
田彩花・甲斐陽介・可知格・加藤倫子・鹿野麻依・小林愛果・
榊博太郎・佐々木彩・嶋﨑健一郎・清水開貴・下崎優花・白神
美織・田口祐貴・竹澤稜・丹野大輝・千歳修司・手口翔太・東
浦瑞生・中西俊介・中野優太郎・成田雛子・新田雅斗・樋口大
樹・平野真穂・福成信人・古谷祐介・松本真弥・麦田稔貴・茂
木桜・矢野孝史・横川大介・𠮷田博一・四方田薫

歯学研究科 │28名
及川ひかり・大岩輝彦・岡田昂己・北株賢太郎・北田理子・小
島啓二朗・湖城建斗・小長谷美月・渋谷佳奈子・水貝真菜・杉
木亨・染谷操佳・高橋正真・玉井伴樹・内藤菜弓多・浪川夏絵・

西村優香・引田彩香・藤井志帆・舩橋宗利・政木美香・松井美
南・Martin del Campo Tellez Bryan Ivan・水野有梨・持田
航・山下晃平・山田このみ・和田友里

薬学研究科 │22名
赤池哉太・赤地真実・浅川清司・足立翔吾・粟根大揮・石川真
奈・岩倉春姫・内田桃子・鹿角隼輔・小嶋公之・小鳥真歩・小
林文香・近藤優里子・佐々木隼・竹中桃子・田中雄基・中村は
るか・伴緋美子・藤井万穂・松川駿介・三明達矢・三ヶ尻智子

保健医療学研究科前期 │1 1名
磯飛雄一・内山匠・大久保竜希・川村彩珠・菊地武・小山峻平・
園部大輔・長井瑠菜・中原甲斐・橋本雄作・山下元樹

保健医療学研究科後期 │2名
滝吉翔・平井隆寛

助産学専攻科

助産学専攻科 │1 4名
石川琴巳・一ノ瀨果南・後藤知香・白鳥晴南・関森すず・谷元
美紗・土屋南菜海・十時美優・内藤理緒・中川まいあ・松本瑠
菜・水元杏美・宮下怜音・山陰梨奈乃

令和5年度 至誠塾生 │26名
宮﨑拓郎（医学部生化学講座 准教授）・石川文博（共同研究施設遺伝子
組換え実験室 講師）・下村直史（歯学部小児成育歯科学講座 助教）・龍家
圭（臨床薬理研究所 講師）・芳賀秀郷（歯学部歯科矯正学講座 講師）・諸
星北人（医学部公衆衛生学講座 講師）・細沼雅弘（医学部薬理学講座医科
薬理学部門 講師）・福村基徳（薬学部基盤系薬学教育学講座教育企画・評
価学部門 講師）・吉川輝（保健医療学部保健医療学教育学 講師）・肥田典
子（薬学部臨床系臨床薬学講座臨床研究開発学部門 准教授）・矢野怜（医
学部内科学講座脳神経内科学部門 准教授）・鈴木慎太郎（医学部内科学
講座呼吸器・アレルギー内科学部門 准教授）・馬場勇太（臨床薬理研究所  

助教）・上條翔太郎（薬学部基盤系基礎医療薬学講座生理学部門 講師）・
小口達敬（医学部薬理学講座医科薬理学部門 講師）・鈴木泰平（医学部
内科学講座腎臓内科学部門 講師）・小原信（医学部内科学講座糖尿病・代
謝・内分泌内科学部門 講師）・村上幸三（医学部放射線医学講座放射線治
療学部門 准教授）・江守永（医学部整形外科学講座 講師）・松平真悟（医
学部内科学講座消化器内科学部門 講師）・廣瀬佑輔（医学部産婦人科学講
座 助教）・奥茂敬恭（医学部生理学講座生体制御学部門 講師）・松井庄平
（歯学部全身管理歯科学講座医科歯科連携診療歯科学部門 助教）・栗原竜
也（薬学部臨床系臨床薬学講座天然医薬治療学部門 准教授）・
内海明美（歯学部口腔衛生学講座 講師）・坂井信裕（歯学
部歯学教育学講座 教授）

至誠塾は平成2 1年度（2009年度）以来、将来の昭和大学を支える人を育て、支援することを
目的に設立され、多くの方が巣立っていきました。

令和4年度より学校法人昭和大学の中長期計画等の実行案の策定を課題にして活発に討議を重ねてきました。
令和5年度は、下記の至誠塾生にて昭和大学の将来計画の検討をいたします。

昭和大学至誠塾  令和5年度入塾生・在塾生紹介
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3月23日、令和4年度昭和大学助産学専攻科修了式を上條記
念館で挙行し、所定の課程を修了した 1 3名に久光正学長から修
了証書が授与された。
また、課程における成績優秀者に贈られる専攻科長賞、実習時
における成績優秀者に贈られる同窓会長賞の授与が行われた。
閉式後は修了生代表によって、両親学級についてのポスターセ

ッション※が行われたほか、修了生が作成した 1年間を振り返る
記念動画が上映された。

3月28日、令和4年度昭和大学認定看護師教育センター修了
式を上條記念館で挙行し、手術看護分野 1 6名、腎不全看護分野
23名、認知症看護分野7名の計46名が約 1 0か月の受講・臨地
実習を経て修了を迎え、修了証書の授与が行われた。
久光正学長の式辞、小口勝司理事長より祝辞の後、リカレント

カレッジの小川良雄プリンシパル、認定看護師教育センターの三
村洋美センター長から修了生に向けて挨拶があった。
最後に修了生代表が「同じ志を持つ仲間と出会い、互いを高め

合えた期間は私達にとって大変充実した日々でした。高度な知識
と技術を習得する責任の重さを実感しつつ、切磋琢磨して取り組
むことができ、看護の深さと楽しさや他職種と協働することの意
義を改めて実感しました。患者さんがその人らしい生き方ができる

2023.3.23

助産学専攻科1 3名に修了証書
代表者によるポスターセッションも

2023.3.28

認定看護師教育センター修了式
46名が受講・臨地実習を経て修了

 式典・行事   助産学専攻科 

 式典・行事   認定看護師教育センター 

1  修了証書授与　 2  ポスターセッショ
ンの様子

1  修了証書授与
2  修了生代表挨拶
3  記念撮影

※ 日本助産学会が主催する2022
年度全国助産師学生交流会&学
生ポスター発表会にて、全国助
産師教育協議会賞を受賞。

ような看護を実践できるよう、役割を担ってまいりたいと思います。
ご指導ご鞭撻いただきました全ての方々に心より感謝を申し上げ
ます」と挨拶した。

1

1

3

2

2

昭和大学広報担当では日々のお知らせや大学キャ
ンパス、各附属病院のイベント情報などをTwitter、
Instagramで発信中です。凛 し々く研鑽に励む学生・
職員の皆さんの姿や四季折々のキャンパス風景など、
明るく元気にお伝えしていきますので、ぜひ昭和大学の
「いいね !」な出来事を一緒にお楽しみください。

Tw
itter

Instagram

SUN
投書箱 ご感想・ご意見・

ご提供のお願い

「SHOWA UNIVERSITY NEWS」＝“SUN”では引き続き学内の情報につい 
てご紹介をしていきます。本誌のご感想や、今後開催されるイベント・取り組み
などの情報ついて、ご意見・ご提供をお願いしております。ぜひお気軽にお寄
せください。二次元コードからWEBフォームよりお聞かせください。今後もご
購読の皆様により良い情報を提供していけるよう、努めてまいります。

ご回答いただいた内容につきましては、本誌制作の資料としてのみ利用させ
ていただきます。
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卒業生・修了生
各賞受賞者

昭和大学卒業式 上條賞（左から）
医学部  平野 真穂
歯学部  飯島 由美
薬学部  粟根 大揮

保健医療学部看護学科  佐々木 麻琴

昭和大学卒業式  
医学部同窓会賞（左から）
嶋﨑 健一郎
荻野 まどか
田口 祐貴

昭和大学卒業式  
薬学部同窓会賞（左から）
香取 百恵子
若槻 真由
森園 安未

昭和大学卒業式  
上條旗ヶ岡賞（左から）
医学部  富田 理樹
歯学部  四宮 寛大
薬学部  堀 瑞季
保健医療学部看護学科   
　原田 美奈穂

医学部附属看護専門学校 
卒業式（左から）
鈴木モヨ賞  中尾 朱里
石井満賞  大内 奎
石井満賞  田代 菜々子
昭桜会賞  植木 京花

昭和大学卒業式  
歯学部同窓会賞（左から）

木内 彩紀
斎藤 大輔
渡部 玖充

昭和大学卒業式  
保健医療学部同窓会賞（左から）

看護学科  土屋 南菜海
理学療法学科  永野 彬人
作業療法学科  今西 充希

昭和大学卒業式  
最優秀スチューデント・ 
インストラクター賞

保健医療学部作業療法学科  
今西 充希

昭和大学大学院修了式  
上條賞（左から）

医学研究科  西原 成俊
歯学研究科  佐藤 ゆり絵
薬学研究科  土屋 圭輔

保健医療学研究科  先山 耕史

3月3日、第57回卒業式を上條記念館で挙行し、 1 26名が卒
業を迎えた。
卒業生代表は答辞で「コロナ禍の厳しい状況でしたが、オンライ

ン講義の中でも先生や仲間との繋がりを感じる学修ができ、少人
数での対面授業において看護技術の実践のために様々な工夫を
してくださったことに感謝いたします。病棟実習の最終日に『あり
がとう、きっといい看護師さんになるよ』と笑いかけ握手をしてくれ
た患者さんは今でも心の支えです。卒業後も私たちには共に支え

3月1 5日、令和4年度昭和大学卒業式をパシフィコ横浜国立
大ホールで挙行し、530名が医療人としての門出を迎えた。
今年度はご家族の人数制限は行わず、3年ぶりに多数のご家

族に見守られての開催となった。
久光正学長は告辞で「『優れた医療人として社会に貢献する』

ということが皆さんの目指す崇高な目標であります。今後はその
目標に向かって、自らの力で、厳しく、冷静に、夢を持ちながら
進んでください。昭和大学はこれからも皆さんの医療人としての
夢を実現するためのお手伝いをします。皆さんが「至誠一貫の精
神」を育み続け、素晴らしい人生を歩まれることを願っています」
と述べた。
卒業生代表の答辞では「コロナ禍であっても仲間たちと作った
思い出は決して忘れません。この学年の仲間と出会えて切磋琢磨
できたことを誇りに思います。至誠一貫の揺るぎない信念のもと

3月22日、令和4年度昭和大学大学院修了式を上條記念館で
挙行し、医学研究科25名、歯学研究科 1 8名、薬学研究科 1 0名、
保健医療学研究科博士前期課程 1 3名、同博士後期課程5名、合
わせて7 1名が研究者としての門出を迎えた。
久光正学長は告辞において、この日に3大会ぶりの優勝を果た

したWBC日本代表に触れ「試合前に大谷選手がロッカールーム
で『相手選手への憧れを持つのをやめ、今日はその相手に勝って
世界一になろう』とチームを鼓舞して決勝に臨んだそうです。修了
生の皆さんも先人の素晴らしい業績に憧れを持って研究を進めて

2023.3.3

医学部附属看護専門学校卒業式
1 26名が卒業、看護師として社会へ羽ばたく

2023.3. 1 5

3年ぶりに同席人数の制限を行わず
多数の家族に見守られて 
530名が大学を卒業

2023.3.22

大学院修了式
7 1名が研究者として新たな門出を迎える

 式典・行事   医学部附属看護専門学校 

 式典・行事   医学部   歯学部   薬学部   保健医療学部 

 式典・行事   大学院 

昭和大学から発信する医療の和を全国へそして世界へと広げてい
きます。今後も日々の学びを怠ることなく病に向き合う患者さんに
寄り添って力になれるよう精進していきます」と仲間への感謝とと
もに抱負を述べた。
在学中に優秀な結果を残した卒業生に贈られる各賞の授与も

行われた。
式典終了後は各学部で学位記伝達式が執り行われ、学部長か

ら一人ひとりに学位記が手渡された。

きました。今後はその憧れと肩を並べ、継続して研究に邁進してく
ださい」と修了生のさらなる飛躍に期待を寄せた。
各研究科長からの挨拶のほか、在学中に学業・人物ともに優秀

であった修了生に贈られる上條賞の授与が行われた。

1  卒業生代表の答辞　
2 3  学位記伝達式会
場の様子
4  卒業生の皆さん

答辞を述べる卒業生

1  学位記授与　 2  各研究科長からの学位記授与

合い困難を乗り越える57回生の仲間
がいます。チーム医療の一員としての
役割を果たし、患者さんとそのご家族
の人生に正面から向き合い、寄り添っていくことを誓います。そし
て医療従事者としてより一層の努力を継続します」と決意を表した。
式典では、小口勝司理事長、久光正学長、小風暁医学部長か

らの祝辞や在学中に学業・人物ともに優秀であった卒業生に贈ら
れる鈴木モヨ賞、石井満賞、そして昭桜会賞の授与も行われた。

1

1

3 4

2

2
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学生寄稿 卒業生に聞きました

SHOWAの思い出は
一生の“宝物”です！

周囲の支えで大きく成長できた6年間 医学部  岩澤  楽

谷中 凜  保健医療学部看護学科

歯学部  奥野 司

髙﨑 恵多郎  保健医療学部理学療法学科

松澤 はるね  保健医療学部作業療法学科

薬学部  齋藤 亮

川島 綾華  医学部附属看護専門学校

寮生活や実習で得た医療人としての基盤

長年の夢に向かって進んだ4年間

不安と共に入寮した 1年次が自分の基礎に

4年間の学びを活かし、社会人として第一歩

友人と乗り越えた国家試験までの道

培った看護観でさらなる成長を

昭和大学での6年間を振り返ると、家族をはじめ先
生方や同期の仲間たち、他にも多くの方々に支えら
れ、いろいろなことを経験し大きく成長できたことを
改めて実感します。

1年次の富士吉田での生活では、医学部以外の人
と関わる機会に恵まれ、多様な価値観に触れること
ができ、自身の人間性を育むことができました。また、
寮での共同生活を通して最高の友人を作ることもでき、
貴重な 1年間でした。

2年次からは、部活動も始まり勉学との両立に苦労し
ましたが、所属していた陸上部の先輩方の親身なアド
バイスもあり、忙しくも楽しい日 を々送ることができました。

4年次からの3年間は新型コロナウイルスが流行し
制約の多い生活を強いられましたが、勉学と趣味のラ
ンニングを両立させ、フルマラソンで自身の限界に挑
戦できたことは良い経験となりました。
今後は臨床研修医として昭和大学で学んだ至誠一

貫の精神を大切にこれからも精進して参ります。

私の昭和大学での学生生活を思い返すとあっとい
う間に過ぎてしまうほど短い時間でした。それは学生
生活の日々がとても充実していたからだと思います。
富士吉田での寮生活では、初めて出会った仲間と

の共同生活により、お互いを知り、認め合う関係を築
くことができました。学部学科を超えた交流という富
士吉田ならではの経験は刺激的な毎日であり、学生
生活の大切な思い出となっています。
横浜キャンパスでは専門性の高い講義や実習が始

まりました。特に臨床実習では、担当させていただい

た患者さんの退院が決まった際に、私が考えた自主ト
レーニングメニューを絵に描いてお渡ししたところ、と
ても喜んでいただけたのが印象に残っています。臨床
実習を通して、自然と患者さんの退院後の生活も視野
に入れた理学療法を立案できるようになったことに自
身の成長を実感できました。
充実した4年間を一緒に過ごした仲間、支えてくだ

さった先生方、実習でお世話になった方々に心から感
謝します。今後は理学療法士として、充実した日々を
過ごせるように自己研鑽に努めてまいります。

知り合いが一人もいない不安を胸に、富士吉田で
の寮生活から始まった大学生活。振り返ってみると、
昭和大学での4年間は、楽しかったこと辛かったこと、
すべて含めて、大切でかけがえのない時間でした。
小学生の頃から、将来の夢はずっと看護師になる

ことでした。しかし、3年次の実習では、自分の無力
さに打ちのめされ、何度も心が折れそうになりました。
憧れてきた世界は、決して甘くはないと。それでも、こ
こまで頑張ってこられたのは、仲間の存在があったか

らです。同級生のみんなは、困っている人に迷わず手
を差し伸べられるような、心の温かい素敵な人たちで
す。この4年間、数々の尊いご縁に恵まれた私は、本
当に幸せ者だと思います。
ここまで導いてくださった先生方をはじめ、先輩方、
共に走り抜けた友人達、そして一番近くで支えてくれ
た家族への感謝の気持ちを忘れずに、自分の軸をし
っかりともちながら、一歩一歩前に進んでいきたいと
思います。

初めて大阪から東京に出てきて期待や不安を胸に
抱きながら入学式に参加し、富士吉田に向かい始まっ
た 1年次の記憶は今でも鮮明に覚えています。昭和
大学で過ごした6年間において 1年次の寮生活では
様々な志を持つ仲間と出会い、集団生活においてたく
さんコミュニケーションをとり、医療人としての基礎を
学びながら心身ともに成長することができました。

2年次以降は数多くの先生や友人に支えられなが
ら、勉強や臨床実習に励みました。授業後にはサッカ
ー部の一員として活動に参加し、目上の方との上下関

係の大切さを学ぶとてもいい機会になりました。4年
次からはコロナ禍で思うように部活動ができない日々
が続きましたが、2年次に先輩方とともに優勝したオ
ールデンタルは最高の経験となりました。

6年間の勉強や部活動においても仲間の存在があ
ったからこそ頑張ってこられたと思います。ここでの
仲間との思い出は一生忘れられないものとなりました。
6年間の学生生活でご指導していただいた多くの先
生方、最高の仲間に感謝いたします。

期待と不安で胸を膨らませてバスに乗り込んだ日か
ら、あっという間に4年もの月日が経ち、卒業を迎え
ました。

1年次では、慣れない環境や新しい人間関係に対
して感じていた不安が、寮生活での部屋メンをはじ
めとした、多くの仲間との交流や部活動などを通して、
すぐに楽しいものへと変わり、毎日が刺激的で充実し
た日々を送ることができました。

2年次になると、新型コロナウイルスの影響によっ
て、オンライン授業となり、行動にも制限が生じ、今ま

での生活とは一変しました。一人ひとりの責任ある行
動が求められ、医療従事者としての自覚が芽生えまし
た。
また、そのような状況のなかで、先生方や附属病院
の皆様のおかげで行うことのできた臨床実習では多く
の経験をさせていただき、作業療法士としてだけでな
く、人間としても成長することができました。

4月からは社会人として新しい一歩を踏み出します。
昭和大学で過ごした4年間で学んだことを活かして、
作業療法士として精進していきたいと思います。

私が昭和大学への入学を決めたのは 1年次の寮生
活と他学部との交流があったからです。実際に多くの
友人と出会い、貴重な体験をすることができました。

2年次以降の学生生活では水泳部に所属し責任者と
して自分たちで運営することで、先輩後輩との繋がり
や社会性など多くのことを学ぶことができたと思います。
最後の 1年間は国家試験に向けての勉強はとても

辛いものでしたが、友人と助け合いながら乗り切るこ

とが出来ました。また昭和大学で学んだ6年間は自
分自身にとって医療人になるための基礎を作り上げて
くれました。今まで学んだことを活かして医療従事者
からも患者さんからも信頼される薬剤師になるために
日々精進していきたいと思います。
最後になりますが昭和大学の先生方の温かいご指

導、ご支援に感謝申し上げます。ありがとうございま
した。

3年間の学校生活は常に新型コロナウイルスの存
在がありました。しかし、この経験はマイナスなことば
かりではなく、私が人とのつながりの重要性を再確認
するうえで大切な時間となりました。

1・2年次、コロナ禍の影響で思っていたようなス
タートが切れず、これからの学校生活がどうなってい
くのか不安でいっぱいでした。しかし、少ない対面授
業の中でも人見知りの私に、周りの子が声をかけてく
れたおかげですぐに友人ができ、不安ばかりの学校
生活ではなくなりました。

3年次の臨地実習では、患者さんとの向き合い方

や自分の看護観が正しいのか迷うこともありましたが、
実習メンバーや先生方、臨床の方々に助けていただ
き、実習最終日に患者さんから温かい言葉をいただ
けたときには涙をこらえるのに必死だったのを覚えて
います。
今、私がこうして3年間の学校生活と国家試験を乗

り越えることができたのは自分だけの力ではなく、友
人や先生方、支えてくれた家族がいるからこそだと感
じています。この縁に感謝するとともに、卒業後も「至
誠一貫」の姿勢を忘れず、常に看護師として成長でき
るように貪欲に学び続けていきたいと思います。

宝物のような思い出を胸に、この春もたくさんの学生が医療人として社会へ羽ばたいていった。
かけがえのない仲間との絆、人間的な成長、夢の実現……代表者に学生生活を振り返ってもらった。
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学内会議報告

特任教授

桑迫 勇登
医学部麻酔科学講座担当 客員教授 
［勤務地：昭和大学藤が丘病院外科系診療センター麻酔科］
任期：令和5年4月 1日～令和6年3月3 1日
理由：藤が丘病院麻酔科診療のため

特任教授

荒木 和之
歯学部口腔病態診断科学講座歯科放射線医学部門担当 教授 
［勤務地：昭和大学歯科病院歯科放射線科］
任期：令和5年4月 1日～令和6年3月3 1日
理由：歯科病院歯科放射線科の診療のため

特任教授 継続
宮﨑 隆、下司 映一、大久保 文雄、工藤 進英、 
小林 真一（以上5名）
任期：令和5年4月 1日～令和6年3月3 1日

特任教授 継続
九島 巳樹、富田 英、門倉 光隆、鈴木 尚志、長谷川 真、
嘉村 康邦、小林 洋一（以上7名）
任期：令和5年4月 1日～令和6年3月3 1日

昭和大学江東豊洲病院長

横山 登
昭和大学江東豊洲病院副院長 
医学部外科学講座（消化器一般外科学部門）担当 教授（員外） 
［勤務地：昭和大学江東豊洲病院消化器センター（消化器外科）］
任期：令和5年4月 1日～令和8年3月3 1日

医学部整形外科学講座担当 教授 
［勤務地：昭和大学病院整形外科］
昭和大学病院整形外科診療科長

工藤 理史
医学部整形外科学講座担当 准教授 
［勤務地：昭和大学病院整形外科］
任命日：令和5年4月 1日

医学部耳鼻咽喉科頭頸部外科学講座担当 教授 
［勤務地：昭和大学病院耳鼻咽喉科］
昭和大学病院耳鼻咽喉科診療科長

嶋根 俊和
歯学部口腔外科学講座（口腔腫瘍外科学部門）担当 教授
任命日：令和5年4月 1日

医学部内科学講座（呼吸器アレルギー内科学部門）担当 教授 
［勤務地：昭和大学横浜市北部病院呼吸器センター（呼吸器内科）］

松倉 聡
医学部内科学講座（呼吸器アレルギー内科学部門）担当 教授（員外） 
［勤務地：昭和大学横浜市北部病院呼吸器センター（呼吸器内科）］
任命日：令和5年4月 1日

医学部外科学講座（消化器一般外科学部門）担当 教授 
［勤務地：昭和大学江東豊洲病院消化器センター（消化器外科）］

横山 登
医学部外科学講座（消化器一般外科学部門）担当 教授（員外） 
［勤務地：昭和大学江東豊洲病院消化器センター（消化器外科）］
任命日：令和5年4月 1日

医学部内科学講座（腫瘍内科学部門）担当 教授 
［勤務地：昭和大学江東豊洲病院内科系診療センター］

嶋田 顕
医学部内科学講座（腫瘍内科学部門）担当 教授（員外） 
［勤務地：昭和大学江東豊洲病院内科系診療センター］
任命日：令和5年4月 1日

歯学部口腔病態診断科学講座（歯科放射線医学部門）担当 教授
昭和大学歯科病院歯科放射線科診療科長

松田 幸子
歯学部口腔病態診断科学講座（歯科放射線医学部門）担当 講師
任命日：令和5年4月 1日

歯学部全身管理歯科学講座（歯科麻酔科学部門）担当 教授
昭和大学歯科病院歯科麻酔科診療科長

増田 陸雄
医学部麻酔科学講座担当 講師 
［勤務地：昭和大学横浜市北部病院外科系診療センター（歯科麻酔科）］
任命日：令和5年4月 1日

医学部外科学講座（乳腺外科学部門）担当 教授（員外） 
［勤務地：昭和大学横浜市北部病院外科系診療センター（乳腺外科）］
昭和大学横浜市北部病院外科系診療センター乳腺外科診療科長

千島 隆司
横浜労災病院包括的乳腺先進医療センター長 
乳腺外科部長
任命日：令和5年4月 1日

歯学部歯科矯正学講座担当 教授
昭和大学歯科病院矯正歯科診療科長

中納 治久
歯学部歯科矯正学講座担当 准教授
任命日：令和5年4月 1日

歯学部口腔健康管理学講座（口腔機能管理学部門）担当 教授
昭和大学歯科病院口腔機能管理科診療科長

古屋 純一
歯学部高齢者歯科学講座担当 准教授
任命日：令和5年4月 1日

医学部内科学講座（リウマチ・膠原病内科学部門）担当 教授 
［勤務地：昭和大学病院附属東病院リウマチ・膠原病内科］

矢嶋 宣幸
医学部内科学講座（リウマチ・膠原病内科学部門）担当 准教授 
［勤務地：昭和大学病院附属東病院リウマチ・膠原病内科］
任命日：令和5年4月 1日

昭和大学医学部長（再任）
小風 暁
現：昭和大学医学部長
任期：令和5年4月 1日～令和8年3月３1日

昭和大学大学院医学研究科長（再任）
泉﨑 雅彦
現：昭和大学大学院医学研究科長
任期：令和5年4月 1日～令和8年3月3 1日

昭和大学医学部統括外科学講座責任者（再任）
渡井 有
医学部統括外科学講座責任者
任期：令和5年4月 1日～令和8年3月3 1日

昭和大学医学部統括内科学講座責任者（再任）
相良 博典
医学部統括内科学講座責任者
任期：令和5年4月 1日～令和6年3月3 1日

昭和大学横浜市北部病院長（再任）
門倉 光隆
昭和大学横浜市北部病院長 
特任教授
任期：令和5年4月 1日～令和8年3月3 1日

昭和大学統括教育推進室長

木内 祐二
医学部薬理学講座（医科薬理学部門）担当 教授
任期：令和5年4月 1日～令和6年3月3 1日

就任のお知らせ（3月1 4日理事会承認）

就任のお知らせ（2月1 4日理事会承認）

歯学部長就任の挨拶
歯学部長　馬場 一美

本年4月 1より歯学部長を拝命致しました。私は2007年 1 0月に歯学
部歯科補綴学講座に教授として着任し、20 1 3年4月に歯科病院副病院
長、20 1 9年4月から本年3月まで病院長を務めさせて頂きました。病院
長として、昨年度の法人・大学活性化推進プロジェクトで取り上げられた
「病院歯科室運営のあり方検討プロジェクト」に関わることができました。
このプロジェクトにより周術期等口腔機能管理、いわゆる周術期口腔ケ
アを拡充するため、各附属病院・病院歯科の機能と歯学部、歯科病院と
の関係が整備されました。これにより学部、病院の垣根を越えた学生教
育、卒後教育、研究活動を推進しやすい基盤も整いました。こうした昭
和大学ならではの環境を最大限活用し教育、研究活動の充実を目指す
所存です。前任の宮﨑元歯学部長、槇前歯学部長の強力なリーダーシッ
プで歯学部は国内歯学部・歯科大学の中でもトップクラスの位置づけと
なってまいりました。今後、更に高みを目指し学部運営をして参りますの
で、皆様のご指導ご鞭撻をよろしくお願いいたします。
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理事会関係
◆創立95周年記念式典および懇親会開催
【日時】令和5年 1 1月1 5日㈬ 1 0時30分～ 1 3時30分
【場所】上條記念館（ 1階：上條ホール、地下 1階：冨士桜）
【招待者】学内関係者

◆講座研究費・学生実習費・研究旅費の分配変更　
【変更前】組織単位（講座や診療科等）で分配額を決定。
【令和5年度以降】教育職員それぞれの役職に応じて単価を定め
て分配額を計算する。
【令和5年度支給総額】
・大学研究費（※）：6億5,000万円（前年度比3,000万円増額）
・研究旅費：9,200万円（前年度と同額）
 ※講座研究費・学生実習費から名称変更　

◆昭和大学助産学専攻科入学検定料改定　
他大学の助産学専攻科の入学検定料に比べて低額であること

から、金額設定を次のとおり改定する。
【入学検定料】改定前　20,000円　→　改定後　30,000円
【適用開始時期】令和6年度入学試験より

◆昭和大学各附属病院診療科名称変更　
【変更内容】

【変更日】令和5年4月 1日

◆昭和大学保健医療学部リハビリテーション学科指定校認定
昭和大学保健医療学部リハビリテーション学科（理学療法学専

攻・作業療法学専攻）は、理学療法士および作業療法士を養成
する学校として、文部科学省から指定を受けた。これにより、同
課程を卒業した者は、理学療法士・作業療法士国家試験の受験
資格が認められる。

◆昭和大学名誉教授称号授与
○井上 富雄 教授（歯学部口腔生理学講座担当）
○佐藤 裕二 教授（歯学部高齢者歯科学講座担当）
○宮川 哲夫 客員教授（保健医療学部理学療法学科）
【任命日】令和5年4月 1日

◆昭和大学薬学部薬学教育学講座再編
薬学部薬学教育学講座の教育実践学部門と教育企画・評価学

部門を統合し、薬学教育学講座とする。

◆特許権に係る実施補償金支給
【発明の名称】水晶体嚢保持器具
【実施料収入】3, 1 33,0 1 8円（第三者の特許権使用に伴う対価）
【実施補償金（分配割合）】※実施料収入から諸経費を除いた金額
大学： 1 ,829,290円（60%）　発明人： 1 ,2 1 9,528円（40%）

学務関係
◆指導担任の割り当て変更（令和5年度以降）
薬学部2～4年生の学生を医学部・歯学部の教育職員が担当し

ていたが、令和5年度以降は薬学部の教育職員が担当すること
に改める。これに伴い、薬学部病院薬剤学講座の教育職員が新
たに指導担任を務める。

◆富士吉田キャンパス整備の進捗状況
小口理事長より以下のとおり情報の共有があった。

・ 富士吉田キャンパスの新男子寮建築工事については、令和5
年6月に完成予定のため、令和5年度後期から利用開始予定
である。
・ 富士吉田校舎に新たに実習棟の建築を検討中である。実習棟
には、形態機能実習室、基礎看護実習室、理工学実習室、多
目的実習室が配置される。

◆薬学教育評価総合判定結果
本学薬学部（6年制薬学教育プログラム）は、薬学教育評価

機構が定める評価基準に適合していると認定された。認定期間は
2023年4月 1日から2030年3月3 1日まで。

病院名
診療科名称

変更前 変更後

昭和大学病院
歯科

口腔外科

病院歯科
藤 が 丘 病 院 歯科・歯科口腔外科

横浜市北部病院 歯科・歯科口腔外科

江東豊洲病院 歯科・歯科口腔外科

烏 山 病 院 歯科・歯科口腔外科

変更前 変更後

講座 部門 講座 部門

薬学教育学
教育実践学

薬学教育学
教育企画・評価学

昭和大学藤が丘病院呼吸器センター（呼吸器内科）診療科長 
［勤務地：昭和大学藤が丘病院呼吸器センター（呼吸器内科）］

横江 琢也
医学部内科学講座（呼吸器アレルギー内科学部門）担当 准教授 
［勤務地：昭和大学藤が丘病院呼吸器センター（呼吸器内科）］
任命日：令和5年4月 1日

昭和大学横浜市北部病院外科系診療センター（産婦人科）診療科長 
［勤務地：昭和大学横浜市北部病院外科系診療センター（産婦人科）］

市塚 清健
医学部産婦人科学講座担当 教授（員外） 
［勤務地：昭和大学横浜市北部病院外科系診療センター（産婦人科）］
任命日：令和5年4月 1日

昭和大学藤が丘病院内科系診療センター（放射線科）診療科長 
［勤務地：昭和大学藤が丘病院内科系診療センター（放射線科）］

堀  祐郎
医学部放射線医学講座（放射線科学部門）担当 准教授 
［勤務地：昭和大学藤が丘病院内科系診療センター（放射線科）］
任命日：令和5年4月 1日

昭和大学藤が丘病院こどもセンター（小児科）診療科長 
［勤務地：昭和大学藤が丘病院こどもセンター（小児科）］

神谷 太郎
医学部小児科学講座（小児内科学部門）担当 准教授 
［勤務地：昭和大学病院小児科］
任命日：令和5年4月 1日

昭和大学歯科病院補綴歯科診療科長

馬場 一美
歯学部歯科補綴学講座担当 教授
任命日：令和5年4月 1日

昭和大学茨城県地域循環器救急医学寄付講座管理者

正司 真
医学部内科学講座（循環器内科学部門）担当 准教授 
［勤務地：昭和大学病院循環器内科］
任命日：令和5年4月 1日
※昭和大学茨城県地域循環器救急医学寄付講座は兼務とする。

昭和大学藤が丘病院外科系診療センター（乳腺外科）診療科長 
［勤務地：昭和大学藤が丘病院外科系診療センター（乳腺外科）］

榎戸 克年
医学部外科学講座（乳腺外科学部門）担当 准教授 
［勤務地：昭和大学藤が丘病院外科系診療センター（乳腺外科）］
任命日：令和5年3月1 4日

歯学部口腔生理学講座担当 教授

中村 史朗
歯学部口腔生理学講座担当 准教授
任命日：令和5年4月 1日

昭和大学医師臨床研修センター長

矢嶋 宣幸
医学部内科学講座（リウマチ・膠原病内科学部門）担当 准教授 
［勤務地：昭和大学病院附属東病院リウマチ・膠原病内科］
任期：令和5年4月 1日～令和7年3月3 1日

昭和大学豊洲クリニック院長

浦上 尚之
医学部内科学講座（消化器内科学部門）担当 准教授 
［勤務地：昭和大学江東豊洲病院消化器センター（消化器内科）］
任期：令和5年4月 1日～令和8年3月3 1日

予防医学センター長

浦上 尚之
医学部内科学講座（消化器内科学部門）担当 准教授 
［勤務地：昭和大学江東豊洲病院消化器センター（消化器内科）］
任命日：令和5年4月 1日

歯学部歯学教育学講座担当 教授

坂井 信裕
歯学部歯学教育学講座担当 准教授
任命日：令和5年4月 1日

昭和大学病院附属東病院長

村上 秀友
医学部内科学講座（脳神経内科学部門）担当 教授 
［勤務地：昭和大学病院附属東病院脳神経内科］
任期：令和5年4月 1日～令和8年3月3 1日

昭和大学藤が丘病院循環器センター長 
［勤務地：昭和大学藤が丘病院循環器センター（循環器内科）］

鈴木 洋
医学部内科学講座（循環器内科学部門）担当 教授 
［勤務地：昭和大学藤が丘病院循環器センター（循環器内科）］
任命日：令和5年4月 1日

昭和大学歯科病院長

槇 宏太郎
昭和大学歯学部長 
歯学部歯科矯正学講座担当 教授
任期：令和5年4月 1日～令和7年3月3 1日

昭和大学病院形成外科診療科長 
［勤務地：昭和大学病院形成外科］

髙木 信介
医学部形成外科学講座担当 准教授 
［勤務地：昭和大学藤が丘病院外科系診療センター（形成外科）］
任命日：令和5年4月 1日
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昭和大学図書館

「昭和大学研究者情報・業績集」 
マニュアル（動画）公開のお知らせ
令和4年 1 0月3 1日㈪より登録が可能となりました「昭和大学研

究者情報・業績集」のマニュアル（動画）を公開しました。
「昭和大学研究者情報・業績集」へログイン後の画面下部にあ
る「マニュアル等」からご利用ください。
【昭和大学研究者情報・業績集URL】https://rira.showa-u.ac.jp

 お問い合わせ   昭和大学図書館 業績集担当  
電話：03-3784-8042  
メール：achieve@lib.showa-u.ac.jp

人事部

研究指導資格申請について
（ 1）令和5年4月 1日からの研究指導資格付与について
令和5年4月 1日現在の職位に基づき、大学院研究指導資格

を付与します。
※職位に基づき付与しますので、特に申請手続きの必要はございません。

（2）上位資格申請について
研究業績（原著論文数）が上位の資格基準を満たす場合は、上

位資格申請が可能です。必要なお手続きをお願いします。
（3） 令和5年4月 1日以降の採用・昇任時に必要な原著論文数に

ついて
令和5年4月 1日以降の採用・昇任から原著論文数の選考基準

が変更になります。
※詳細は学内専用サイト「人事課・給与厚生課」ページをご確認ください。

※学外からアクセスする場合は、IDとパスワードが必要になります。

 お問い合わせ   人事部人事課  
電話：03-3784-80 1 3  
メール：jinji@ofc.showa-u.ac.jp

統括研究推進センター事務室

臨床研究申請のオンライン化について 
（特定臨床研究、各病院のIRBで承認された研究を除く）
臨床研究の倫理審査申請、および臨床研究と治験の利益相反
申告について、オンラインによる受付を2023年3月1 3日から開
始いたしました。※メールでの受付は廃止
ログイン方法や使用方法の説明動画など、関連する情報を昭
和大学（学内）のホームページに掲載しておりますので、QRコー
ドよりご確認いいただきますようお願いいたします。

詳細・更新情報は各部署へお問い合わせください。

Informationi

 お問い合わせ   統括研究推進センター事務室  
臨床研究支援課  
電話：03-3784-8 1 29  
メール：m-rinri@ofc.showa-u.ac.jp

リカレントカレッジ事務室

特別企画開催のお知らせ
2022年度で開講2年目となる昭和大学リカレントカレッジでは、
春期・秋期で全5 1講座が開講し、年間で297名の入学者を迎え
ることができました。累計の入学者数は624名に上ります。今年
度も、医学分野にとどまらず、様々なテーマの講座を開講し、多
くの受講生の学びに貢献してまいります。
さて、この度、2023年度昭和大学リカレントカレッジ特別企画

（夏）として、「講演会・コンサート ここから広がる支援の輪」を
開催する運びとなりました。第一部では昭和大学大学院保健医療
学研究科 准教授の副島賢和先生にご講演いただきます。第二部
では、ウクライナ出身の歌手・バンドゥーラ奏者のナターシャ・グ
ジーさんをお招きし、コンサートを開催します。今回のイベント開
催については、国際交流センターと連携して活動しております。
リカレントカレッジ受講生・本学教職員・本学学生は参加費無
料となっておりますので、ぜひお誘い合わせの上ご参加ください。

【チケット発売日】2023年6月2日㈮
窓口 9:00～
 …きゅりあん、スクエア荏原、メイプルカルチャーセンター、O美術館

電話 1 0:00～　03-5479-4 1 40
 …チケットセンターCURIA　※電話予約は座席選択不可

Web 9:00～　https://www. shinagawa-culture.or.jp/
 …「しながわぶんか」で検索

なお、チケット販売の詳細についてはリカレントカレッジホーム
ページをご確認ください。
※ リカレントカレッジ受講生・本学教職員・本学学生のお申込み方法については、

学内情報共有基盤・配信メール等でお知らせします。

 お問い合わせ   昭和大学リカレントカレッジ事務室  
電話：03-3784-8 1 43  
メール：recurrent@ofc.showa-u.ac.jp

2023年4月 1日に事務室がリカレントカレッジ22号館へ移転
となりました。※旧昭友商事社屋　なお、講義はこれまで通り教育研
修棟にて実施します。
リカレントカレッジでは講師を募集しています。同窓生も講師と
して活躍中です。

上條記念ミュージアム

～Welcome to Museum～  
多方面に昭和大学の歴史を発信

3月下旬から4月上旬にかけ、認定看護師教育課程修了生4 1
名、臨床研修薬剤師25名、薬学部オープンキャンパス参加者50
名、大学院新入生99名、新入事務職員38名が上條記念ミュージ
アムを見学し、昭和大学の発展の歴史や学祖上條秀介博士の功
績などについて説明を受けた。「大学の歴史がよく分かった」「内
容が充実しており特に展示パネルが興味深かった」など、有意義
な時間を過ごせたことをうかがい知る感想が寄せられた。

学生クラブの歴史紹介展 開催中（6月まで）
現在開催中の第4回企画展「学生クラブの歴史紹介展 第2弾」

についてお知らせします。
【期間】2023年6月末日まで
【開館】火曜日・金曜日1 3:00～ 1 5:00（要予約）
【紹介】 北岳診療部、医学部硬式野球部、陸上競技部、救急医療

研究部

皆さまのご来館をお待ちしております。

 お問い合わせ   昭和大学上條記念ミュージアム  
電話：03-3784-803 1   
メール：museum@ofc.showa-u.ac.jp

総務部

新型コロナウイルス感染症対策に関する 
令和5年5月8日以降の 
基本的な対応について
新型コロナウイルス感染症について、令和5年5月8日を以て、
感染症法上の位置づけが「2類相当」から「5類」に移行される
ことにともない、本学における新型コロナウイルス感染症対策に
関する基本的な対応は以下のとおりとします。

1 . 新型コロナウイルス感染症対策としてのマスク着用について
本学敷地内においては、引き続き、個人の判断に委ねることと

します。
ただし、本学附属病院の敷地内においては、令和5年5月8日
以降も、引き続きマスクの着用を徹底してください。
また、本学各校舎の講義室や実習室等の室内においては、マ
スクの着用を推奨します。
2. 基本的な感染防止対策の履行について 
新型コロナウイルス感染症が5類感染症に変更となっても、ウ

イルスそのものの感染力が弱まったり、重症化リスクが無くなった
りするわけではありません。
会食や混雑する場所への外出など、感染リスクのある場面にお
いては、感染拡大防止のため、節度をもって行動してください。
また、「人と人との距離の確保」「手洗いや手指消毒」「三つの
密の回避」については、引き続き、取り組んでください。

 理事長　小口 勝司

第一部：　 「自分も相手も大切にするかかわり～院内学級の子ど
もたちが教えてくれた大切なこと～」（昭和大学大学
院保健医療学研究科 副島 賢和 准教授）

第二部：　 「ウクライナの歌姫 ナターシャ・グジー～水晶の歌声と
バンドゥーラの可憐な響き～」（ウクライナ出身 歌手・
バンドゥーラ奏者 ナターシャ・グジーさん）

【日時】2023年7月23日㈰ 1 4:00～
【会場】昭和大学上條記念館 上條ホール
【料金】一般 3,000円（全席指定）
※一般参加のチケット代金は、ウクライナ人道支援金として寄付いたします。

講演会

コンサート

撮影：大森恵子

1  認定看護師　 2  臨床研修薬剤師　 3  大学院新入生

1 3

2



［各種募金・寄付について］
企 画 課 （03）3784 - 8387
［学事について］

学 務 課
（03）3784 - 8022 （旗の台）
（0555）22 - 4403 （富士吉田）
（045）985 - 6503  （横浜）

大学院課 （03）3784 - 8793
入学支援課 （03）3784 - 8026

［本誌について］
発 行 人 小口 勝司
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今号の表紙写真
4月1 3日の入学式・入寮式当日の朝、新入生の皆さんを歓迎す

る富士山の荘厳な姿を清 し々い晴天と共に見ることができました。
手前にある「富士吉田スクエアガーデン」は、バスケットコート 

1面・バレーボールコート2面・ギャラリー・更衣室などを備えた多
目的施設で、富士吉田キャンパ
スの顔のひとつです。このスク
エアガーデンの “末広がり”をバ
ックに、閉式後は全員で記念撮
影をしました。一年間の学修や
課外活動、そして日々の寮生活
が実り多きものとなりますように。

vol. 4

総務部

昭和大学サポート寄付制度に 
ご協力いただいた方
【創立 1 00周年に向けてへの寄付】
同窓／山川 健次郎 様（医学部・29回生）、丹生 光明 様（医学
部・3 1回生）、代沢さくら醫院 小林 建一 様（医学部・42回生）、
木村 正司 様（医学部・44回生）、本河 一郎 様（医学部・44回
生）、塚原 直人 様（医学部・47回生）、河野 博 様（医学部・53
回生）、アイ眼科クリニック 今井 仁 様（医学部・62回生）、華岡 
眞幸 様（歯学部・2回生）、華岡 千佳子 様（歯学部・5回生）、
齊藤 容子 様（歯学部・ 1 0回生）、歯学部 1 4回卒 医療法人丈久
会 大下歯科病院 鈴木（大下）友子 様（歯学部・1 4回生）、黄 恬
瑩 様（大学院）
職員（50音順）／内海 明美 様、扇谷 芳光 様、大澤 三和 様、小
川 秀樹 様、門倉 光隆 様、門松 香一 様、上條 由美 様、倉地 夏
樹 様、小金井 玲子 様、先山 耕史 様、佐藤 久弥 様、角田 卓也 
様、中村 明弘 様、長谷川 篤司 様、馬場 俊之 様、原 俊太郎 様、
宮地 英行 様、若林 公平 様
一般／上條 千鶴子 様、医療法人新都市医療研究会「君津」会
玄々堂君津病院 様、エスシーグループ 様、長田電機工業株式会
社 様、株式会社大阪朝日広告社 様、株式会社パトロールサービ
ス 様、株式会社日比谷アメニス 様、株式会社ポストインネットワ
ーク 様、株式会社萬告社 様、サンメディックス株式会社 様、三雄
産業株式会社 様、昭友商事株式会社 様、太陽スポーツ施設株式
会社 様、タリーズコーヒージャパン株式会社 様、東日本電信電話
株式会社 様、リヴマインズ株式会社 様
【昭和大学藤が丘病院への寄付】
一般／小寺 豊春 様
【昭和大学横浜市北部病院への寄付】
一般／匿名 様
【病院建設・運営維持への寄付】
一般／新日本空調株式会社 様
 ※収納期間：2月 1日～3月3 1日

附属病院管理課・事務課

昭和大学各附属病院へのご支援の御礼
新型コロナウイルス感染症の治療にあたる医療従事者に対して、

多くの皆様から労いのお言葉や心温まるご支援を頂戴しておりま
す。お心遣いに深く感謝申し上げます。
現在、本学各附属病院では、医師、看護師の他、多くのスタッ

フが治療や院内感染防止に一丸となって取り組んでおります。今
後も私たちは皆様からのご支援を力に変え、引き続き安全・安心
な医療の提供に努めてまいります。
皆様からのご支援に対し、重ねて御礼申し上げます。

【ご支援くださった方々】
企業・団体／青葉ウィメンズホスピタル 様、医療法人社団中央
みなと会 様、株式会社SIMPLE COMPANY 様、一般社団法人
GREEN TIGER 様、CJ FOODS JAPAN株式会社 様、東京ヤクル
ト販売株式会社 様
【ご支援の内容】
アイソレーションガウン、クッキー、美酢（調味酢）、タフマンＶ（清
涼飲料水）
 ※順不同 2022年 1 1月26日～2023年4月1 0日


